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◆ 危機管理マニュアルの目的と位置付け 

（１）本マニュアルの目的及び法的根拠 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ│⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ⁸ ⅛╠ ┘ ─

─ ╩ ╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ 29 1 ⌐ ╘╢₈

₉≤⇔≡ ⇔√╙─≢№╢⁹ 

╕√ │⁸ ⌐ ≠ↄ ≤

⇔≡╙ ≠↑╠╣╢√╘⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ│⁸₈ ₉≤⇔≡╙ ↑╠

╣╢⁹ 

（２）関連計画・マニュアル等との関係 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ│⁸ ⌐⅔↑╢ ─√╘─ ─ ≤⌂╢ ╩ ╘

╢≤≤╙⌐⁸ ⌐⅔↑╢∕─ ─ ⌐ ∆╢ ꜟ▪ꜙ♬ⱴה ≤

⌐ ╩ ╡≈≈ ─ ╩ ∆╢╙─≢№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上島田小学校 
危機管理マニュアル 
（本マニュアル） 

上島田小学校 学校安全計画 

上島田小学校 消防計画 

上島田小学校 設備・施設安全点検チェックリスト 

上島田小学校 避難所運営支援対応マニュアル 
（未作成） 

上島田小学校 各種避難訓練実施要領 

（関連計画等） 

上島田小学校 学校給食衛生管理チェックリスト 

上島田小学校 
教職員初動 
マニュアル 
（未作成） 
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◆ 危機管理の基本方針 

本校における危機管理の基本原則 

⌐⅔↑╢ │⁸ ─ ╩ ≤⇔≡ ╡ ℮⁹ 

ủ ─ ⁸ ─ ╩ ≤∆╢⁹ 

ủ ה ⁸ ה ─ ╩ ╡⁸ ≤⇔≡ ⌂ ╩ ℮⁹ 

ủ ⁸ ╛ ≤ ⌂ ╩ ╡⁸ ≤⌂∫≡ ∆╢⁹ 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘─⌂™ ⅜ ⇔√ ⌂≥│⁸ ₁─ ה ⌐ ∂≡⁸

↓─ ⌐ ∫≡ ╙ ≤ ⅎ╠╣╢ ╩ ╢╙─≤∆╢⁹ 

 

危機管理のポイント 

ủ ┘ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐ ─ ╩∆╢⁹ 

ủ ≤ ⁸ ⁸ ≤─ ╩ ≈⁹ 

ủ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐⁸ ה ⌂ ╩ ℮⁹ 

ủ ⌐ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ⌐ ╘╢√╘─ ╩ ╢⁹ 

 

本校における危機管理の基本方針 

ủ ⌐ ⅎ⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ∫≡ ─ ╩ ⅎ╢≤≤╙⌐⁸ ה

╩ ∂≡⁸ ─ ╛ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ─ ה ⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸∕↓⅛╠ ↕╣╢ ₁⌂

╩ ⇔√ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ⁸ ה ─ ⁸ ⁸ ⁸

≤─ ╩ ╢⁹ 

ủ ─ ⌐ √∫≡│⁸ ╛ ─ ╩ ╢↓≤╩ ≤⇔⁸ ╩™∟

ↄ ה ⇔≡⁸ ─ ╩ ⌐ ←⁹ 

ủ ⅜ ⁸ ⅜ ⇔√ │⁸≢⅝╢∞↑ ⌐ ⇔⁸ ╩ ⌐ ⅎ

╢⁹ 

ủ ⅜ ⇔√ ⌐│⁸ ≤ ⌐ ↑√ ╩ ∂╢≤≤╙⌐⁸

⌐ ∫√ ╛∕─ ┼─ ⌂ ╩ ℮⁹ 
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◆ 教職員・関係者等への周知等 

（１）教職員の共通理解促進 

│⁸ ─ ה ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ≡─

ה ╩ ╗⁹ ∂⁹ ⌐ ⇔⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╢ ╩ ∆

╢≤≤╙⌐⁸ ┼─ ╩ ╢⁹ 

ה   

─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╖ ╦∑  

β ⇔ ה ─ │⁸

│ ⅛╠─  

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╢  

─  

⌐⅔↑╢  ↔≤─  

⁸ ⌂╢ ╩

⇔≡ ∆╢ │  

─  

─ ─  

≡─ │⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╢ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ⁸

┘ ⇔√ ─ ╠─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸↓╣╩ ⌐ ⇔⁸

─ ⌐ ╘╢⁹ 

 

（２）児童・保護者への周知 

│⁸ ─ ה ⌐ ⇔⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╢ ╩⁸ ─≤⅔╡

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

   

 ─  

 

の学習 

≢ ↕╣╢ ה  

ה ─ ⁸ ─ ⅎ

≤⇔≡ ⅜ ℮═⅝  

ה ─ ⌐ ⅜ ╢═

⅝  

 ≢ ה  

 

 

 

≢ ↕╣╢ ה  

ה ─ ⁸ ─ ⅎ

≤⇔≡ ⅜ ℮═⅝  

ה ─ ⌐⅔↑╢ ─

┘ ⅜ ╢═⅝

⇔  

（３）関係機関への周知 

│⁸ ∆╢ ╛ ◖Ⱶꜙ♬♥▫ ⌐⅔↑╢

─ ╩ ∂≡⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╢ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹╕√⁸

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ⅝⌂ ⅜ ∂√ │⁸∕─ ⁸ ─ ╩ ╢⁹ 
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◆ マニュアルの保管方法 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ│⁸ ה ─ ⌐ ⅎ≡⁸ ─≤⅔╡ ה ∆╢⁹

↓╣╠│ ⌐ ╩ ∆╢╟℮⁸ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─ ⁸ ⌐ ∆╢╙─≤

∆╢⁹ 

 ①本マニュアル保管場所・保管方法 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ה │⁸ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

 ♃כ♦

♃כ♦  

♄ꜟ◊ⱨ כⱣכ◘  

[Ᵽ♇◒▪♇ⱪ]Ᵽ♇◒▪♇ⱪ  

 
ה  

∟ ⇔ ╣  

 ②緊急時対応手順の掲示 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─℮∟⁸ ⌐ ∆╢⌂≥ ⌐ ⅜ ™ ⌐≈™≡│⁸

─ ⱨ꜡כ ╩ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

     

 
    

   

ה  
     

     

 ③教職員への配付 

⌐│⁸ ⌐ ∆╢ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ╖ ╦∑ ⌐ ⇔⁸

─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ∆╢⁹ │⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ╩ ∆╢≤≤╙

⌐⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 
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◆ マニュアルの見直しと改善 

│⁸ ─ ⌐ ∆♃▬Ⱶfi◓≢ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ⇔╩ ™⁸ ⌐↓╣

╩ ∆╢↓≤≢⁸ ─ ─ ⌂ ╩ ╢⁹ 

⇔ 

⁸ ┘ ⅜№∫√≤⅝ 

ה ╩ ⇔√  

⌐⅔™≡ ⇔√≤⅝ 

⇔ 

─ ⁸ ⌂≥⁸ ─

ꜟ▪ꜙ♬ⱴה ─ ⅜№∫√≤⅝ 

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ה ─

⌂≥⁸ ↓╡℮╢ꜞ☻◒⌐ ∆╢ ─ ⅜№∫√≤⅝ 

─ ⁸∕─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ה⇔ ⌐ ≈

╩ ⇔√≤⅝ 

 

ה⇔ ─ ⌂ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∆≤⅔╡≢№╢⁹ 

定例見直し時 

随時見直し時 

学校安全担当・ 
校長・教頭 

マニュアル改訂案 
作成 

職員会議 マニュアル改訂案 
協議・完成 

学校運営協議会への 
説明・協議 

教育委員会・関係機関への 
説明・協議 

マニュアル改訂版 
完成 

（必要な場合） 
関連計画等の改訂 

職員会議 教職員への周知 

保護者への周知 
教育委員会への報告
関係機関への周知 
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◆ 危機管理マニュアル 表紙イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 改訂履歴一覧 

版 数 発行年月日 改訂概要 
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危機管理マニュアル 

 

 

令和○年○月改訂版 

 

 

 安全担当 教 頭 校 長 

最終確認日 月  日 月  日  月  日 
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◆ 地域、学校、学区の現状 

（１）地域の特徴 

─ ∆╢ │⁸ ─ ─ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐│ ⅜

╣≡™╢⁹ ─ ⅜ ≢№╡⁸ │ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

╩ ⌐ ⅜ ⅜╡⁸ ╩ ∆╢ ™⌐ ⅜№╢⁹↓

╣╠─ ⌐│⁸ ≢№╢⅜ ─ ╙╖╠╣╢⁹ 

（２）地域の災害履歴 

⌐⅔↑╢ ─ ⌂ ─℮∟⁸ ⌐ ≢ ⅜ ⇔√ ה

│⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

₄ ₅ 

年月日 被害状況等 

13 3 24   ⌐ ⅝⌂ │⌂™⁹ 

  

  

₄ ה ₅ 

年月日 被害状況等 

30 7 5 8   ⅜ ⇔⁸ ≢  

  

  

₄∕─ ─ ה ₅ 

年月日 被害状況等 

  

  

  

 

（３）学校、学区の現状 

│ ─ ⌐ ⇔≡™╢⁹ m≢№╡⁸ ≢№╢⁹ 

∆╢ ⁸ ─ │ ─≤⅔╡⁹⌂⅔⁸ ─℮∟ │ ⅛

╠─ ≢№╢ ↄ⅜ ⁹ 

 

児童数 
教職員数 全校児童（５／１現在） うち、特別な配慮を 

必要とする児童 
 

 
1  9  

第 2学年： 9人 
3  7  
4 10  
5 15  
6 11  

 
 

 
6  

╩ ≤∆╢
      1  

 
 
 13  

 2  
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◆ 危機管理の前提となる危機事象等 

（１）地震災害 

⌐╟╢≤⁸ ≢ ∆╢⅔∕╣─№╢ ≢ ↕╣≡™╢

│⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

名称 地震の概要 光市の被害想定等 

♩ꜝⱨ⌐

╩ ∆╢

 

♩ꜝⱨ╩ ≤∆╢ⱴ◓♬

♪כꜙ♅ ─  

₈ ─ ₉≢ ╙ ⅝⌂

⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

    ╩ ╗  

 

№╡  

─ 205  

─   334  

⌐ ≤

∆╢  

╩ ≤∆╢ⱴ

♪כꜙ♅♬◓ . ─  

1905 ─  

₈ ─ ₉≢ ╙ ⅝⌂

⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

╗  

─ 28  

─   98  

        

⌐

╩ ∆╢

 

╩ ≤∆╢ⱴ◓♬♅

♪כꜙ ─₈  

₈ ─ ₉≢ ╙ ⅝⌂

⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

    ╩ ╗  

─ 521  

─  2,559  

    21  

 

 

（２）洪水等による浸水被害 

─ ∆╢₈ ה Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ₉ 31 1 ⌐╟

╢≤⁸ ╩ ╣╢ ≢ ⅜ ⇔√ ⌐│⁸ ─╟℮⌂ ─

⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

本校周辺の最大浸水深 備考（想定の前提条件） 

 48 546mm  

 

 

（３）土砂災害 

─ ∆╢₈ ה Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ₉ 31 1 ⌐╟

╢≤⁸ ⌐⅔™≡₈ ₉ ┘₈ ₉⌐

↕╣≡™╢ ⅜№╢⁹  
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本校周辺の洪水ハザードマップ 

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ 31 1  

 

（４）過去に発生した大雨等における降水量の最大値 

⌐╟╢≤⁸ ⌐ ≢ ⇔√ ─ ┘∕─ ─

⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

項目 観測値 観測日 主な被害状況等 

1  43 mm 30 7 7  ⅜  

 456 mm 
30 7 5

7 8  
⅜  
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（５）その他、本校で想定される危機事象 

(1) (3)─╒⅛⁸ ≢ ↕╣╢ ⌂ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

危機事象 想定される事態（例） 

生活 

安全 

─  

⁸ ה ─ ∕─ ─

⁸ 

ה♄ⱬꜝfiה ⅛╠─ ⁸ 

⌐╟╢  

 

⁸ ─ ה↑ ⁸ ┼─

⁸ 

 

 כ◑ꜟ꜠▪
⁸ ╛Ɫ♅ ꜝ▫ⱨ♫▪הכ◑ꜟ꜠▪╢╟⌐

 כ◦◐

⁸  ⌐╟╢ ⁸ ┼─  

交通 

安全 

ה  ─  

  

災害 

安全 

 ⌂≥─ ⌐╟╢ ה ⌂≥ 

⁸ ⁸ ה  ⌐╟╢ ה ⁸  

 ⌐╟╢ ⁸ ⌂≥ 

  

 ⅛╠─  

その他 

Ⱶ◘▬ꜟ  J▪ꜝכ♩─  

 ⁸ ⇔╪⁸ √⌂  

 ○◐◦♄fi♩ ⁸ PM 2.5  

∕─  ▬fi♃כⱠ♇♩ ─   

 

（６）避難所等の指定状況 

─₈ ₉≢│⁸ │ ─≤⅔╡ ─ ה

≤⇔≡ ↕╣≡™╢⁹ 

施設名 

緊急避難場所 

避難所 洪水 土砂

災害 

内水

氾濫 

高潮 地震 津波 大規模 

火災 

 

 

◓ꜝ►fi♪ 

ủ × ủ ủ ₃ ủ ₃ ₃ 
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◆ 平常時の危機管理体制 

│⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ה ╩

∆╢√╘⁸ ╩ ⇔⁸ ה ─ ┘ ⌐

ⅎ√ ╩ ╡╕≤╘╢⁹ 

⁸ │⁸ ⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ה

─ ┘ ⌐ ⅎ√ ╩ ∆╢⁹ ⁸ ⁸ ╩

│∂╘≤∆╢ ⌐≈™≡╙ ─ ה ╩ ™⁸ ≢ ₁

─ ╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

⌐ ⅎ⁸ ╛ │⁸ ⁸ ⁸ ─ ₁

⌂ ╩≤╠ⅎ≡ ⌐ ∆╢ ╩ ╡№→⁸ ⅛╠ ─

─ ╩ ╢╟℮ ╘╢⁹ 

 

平常時の危機管理体制～校内安全組織～ 
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◆ 点検 

│⁸ ה ה ─ ╩ ∟⁸ ה ─ ╩ ∆╢√

╘⁸ ╩ ≤⇔√ ─ ≤∕─ ┘ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

（１）危険箇所の把握 

─ │⁸ ─ ≢ ∆╢⁹ 

 ̧ ⌐╟╡  

─ ⁸ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡│ ─≤⅔╡≤∆

╢⁹⌂⅔⁸ ╩ ⇔√ ⌐│⁸ ┼─ ⌐ ⅎ≡ ╛ ⌂

╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤ ה ─ ⌐ ⁹ 

点検 点検時期・対象 責任者 使用する様式 

定期点検 

ה  

─ ה  

 

 

β

⌐╟

╢⁹ 

 

─ ─  

 

 

    

ה  

─ ה  

 

ה

 

    

臨時点検 

 

ה  

     

ה       

日常点検 
─ ≢ ∆

╢ ה  

     

ה ─℮∟⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸

─ ⇔√ ┘ ⌐ ≠⅝ ∆╢⁹ ─ ─

⌐│⁸ ₈ ─ ─ ●▬♪Ⱪ♇◒₉╩

⌐⁸ ╩ ∆╢⁹ 

文部科学省「学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック（平成２７年３月改訂版）」 

https://www.nier.go.jp/shisetsu/pdf/gijyutsu2.pdf 

  



 

13 

 ̧ ⁸ ≤  

⁸ ה ≤ ≢ ─ ╩ ∆╢⁹∕─ ⁸

─ ╩ ∆╢⁹ 

Õ ╛ ─  

Õ ≤─ ╛ ∆╢ ─ ☻Ⱨכ♪ 

Õ ─№╢ ╛ ⇔─ ™  

Õ ─ ─ ⇔ 

Õ ה ─ ⌂  

Õ ⌐№╢ ⁸ ─ ⌂≥  

 ̧ ⁸ⱥꜘꜞהⱢ♇♩⁸ ⅝ ⁸ ⁸ ⁸ ╟╡  

╩ ╢ ≢⁸№╢™│ ╛ ⌐⅔™≡⁸

─╟℮⌂ ⅜ ⇔√ ⌐│⁸₈ ⁸ⱥꜘꜞהⱢ♇♩⁸ ⅝

₉╩ ™≡ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ╩ ∂╢⁹ ↕╣√

│⁸ ה ⱴ♇ⱪ╩ ™≡ ה ⇔⁸ ⌐

∆╢⁹ 

Õ ⌐ ∫√ ⅝⇔√  

Õ ╛ ⌐│ ∫≡™⌂™⅜₈ⱥꜘꜞ₉≤⇔√ ╩⇔√ 

Õ ⌂ꜞ☻◒⌐ ≠™√ 

⌂⅔⁸ │ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

╙ ╗╙─≤⇔⁸ ╩ ↑ ∫√ │ ≢ ⌐ ∆╢⁹ 

 ̧ ╟╡  

─ ⌐⁸ ╩☻כⱬ♃כ♦ ⇔⁸ ⇔√ ╩ ─

⌐ ⅝ ⅎ≡ ╩ ∆╢⁹ 

独立行政法人日本スポーツ振興センター「学校等事故事例検索データベース」 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/anzen_school/ta

bid/822/Default.aspx 

（２）危険箇所の分析・管理 

⇔√ ⌐≈™≡⁸ ⌐≡ ⌂╙─│ ╛⅛⌐ ╩ ╡⁸

∕─ ∆╢⁹ ─╖≢─ ⅜ ⌂╙─⌐≈™≡│⁸ ─ ≢

⌐≡ ה ה ╩∆╢⁹ 

ᵑ ╩∕─╕╕⌐⇔√ ⌐ ↓╡ ╢ ה ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

ü ─ ╢ ™⁸ ╩ ∆╢ ─ ⁸

⁹ 

ü ≢─ ⁸ ≢─ ⌂≥⁸ ⌂ ⅜ ∆╢↓≤⌐ ⁹ 

ᵒ ᵑ─ ⅜ ⌂╙─⅛╠ ⌐ ╩ ╢⁹ 

ü ₒ ₓ ⌐ ⇔≡ ⁸ ─ ─ ⁸

─ ⁸ ─  

ü ₒ ₓ ─ ╛ PTA⌐╟╢ ╡ ⁸ ─ ╩ √

⌂ ◐ꜗfiⱭכfi  

ü ₒ ┼─ ה ₓ ⌐ ⇔≡ ∆═⅝ ⁸

⌐ ∆╢ ⌂ ⁸ ה ≤ ⌐≈™≡─

╩╙≈  
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ᵓ ─╖≢ ─ꜞ☻◒⅜ ⌐ ≢⅝⌂™ │⁸

╩ ∂≡ ┼─ ╩ ∆╢ ─ ⌐ ∟ ∫√ ⌐│⁸

─ ╛ ╩ ┘⁸ ─╖≢─ ⌐ ⅛∆ ⁹ 

（３）点検の適切性の評価・改善 

│⁸ ∕─╙── ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⌐⁸∆═≡

─ ⌐≈™≡ ─ ⅛╠ ה ╩ ⇔⁸ ─ ╛ ה

─ ╖─ ⌐≈≤╘╢⁹ 

 ̧ ≢ ∆╢ ╛ │ ⅛  

 ̧ ─ ⌂ │ ⅛ ⌐╟∫≡ ⌂╢↓≤│⌂™⅛  

 ̧ ≢ ⅜ ╠⅛⌐⌂∫√ ─ │ ⅛ ⁸ ∟ ╡

⁸ ┼─  

 ̧ ↓╣╕≢─ ≢ ⅜ ╠⅛⌐⌂∫√ ⌐≈™≡⁸ ⌂ ⅜⌂↕╣≡

™╢⅛ ⅜ ↕╣≡™⌂™⅛  

╕√⁸ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⌐╟╢ ─ ┘

╩ ↑╢⁹ 
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◆ 事故、ヒヤリ・ハット、気付き報告様式 

事故、ヒヤリ・ハット、気付き報告様式 

報告者 

ה ה  ה  ה  ה       

 

 

                     

発生日                    

発生時刻            

発生場所  

事象・ 

気付きの 

内容 

〔主観を含めず 

具体的に記載〕 

≥℮⇔≡™√╠⁸≥℮⌂∫√ ≥℮⌂╡∕℮∞∫√  

事象・ 

気付きに 

対して 

とった 

措置 
〔実施済みであ

れば具体的に

記載〕 

           

 

βⱥꜘꜞהⱢ♇♩ ╩ ↑╢ │⁸ ∆╢╟℮⌂ ⅜ ∂√↓≤╩ ⇔√╡ ⇔√╡∆

╢─≢│⌂ↄ⁸₈ ⅝⌂ ⌐ ⅜╢ ─№╢ ─ ╩ ≈↑╢↓≤⅜≢⅝√₉≤ ⅎ≡⁸

╩ ∆╢↓≤⁹ 
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◆ 運動前の体調チェック 

⁸│╠⅛♃כ♦─ ⌐ ≢ ─Ɫ▬ꜞ☻◒ ≤↕╣√ ≢⌂ↄ≤

╙ ─ │ ↓╢↓≤⅜ ╠⅛≤⌂∫≡™╢⁹∕─√╘⁸≥─╟℮⌂ ≥╙≢

╙ │ ↓╡ ╢╙─≤⇔≡⁸ ─ ⌐ ⅎ⁸ ─ ⌐│ ─

╩ ⅛↕∏♅▼♇◒∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

╕√⁸ ⌂≥─ ⌐⁸ ⌐╟∫≡│ ─♅▼♇◒ ╩ ™≡ ╩♅▼

♇◒↕∑⁸ ↕∑╢↓≤╙ ⇔≡⅔ↄ⁹ 

 

運動前の体調チェック 

 

─ ╩ ⇔⁸ ≡│╕╢ │♅▼♇◒ ⌐ᾛ ╩ ─ ⁸ ─

⌐ ∆╢↓≤⁹ 

氏名  記入日 年  月  日（  ） 

 

ﾁｪｯｸ欄 確認項目 

 ⌐⌂∫≡™╢ ─ ⁸╟ↄ ╣⌂⅛∫√  

 ╩ ↄ⌂≥⁸ ╩ ╣≡™⌂™ 

 ╣⅜√╕∫≡™╢ 

 ⅜№╢ ∫╔™ ⁸ ⅜ ™⌂≥⁸ ─ ⅜№╢ 

 ⅜№╢⁸ ╩⇔≡™╢ 

 ─ ╖⁸ ⇔↕⅜№╢ 

ה  ⌂≥ ⌐ ╖⅜№╢ 

 ∕─ ⁸ ⌐ ╖⅜№╢ 

 ↕─ ≢─ │ ⇔┬╡⌐⌂╢ 

∕─ ⁸ ⌐ ⇔≡ ⌐⌂╢↓≤ ⇔≡ↄ∞↕™  
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◆ 体育科における頭頸部外傷等事故防止 

（１）指導計画を作成する上での確認事項 

│⁸ ─ ⌐≈™≡ ─ ╩ ╢⁹ 

╕√⁸ ─ ╩ ╕ⅎ√ ≢ ⌂ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆

╢⁹ 

ủ ╩ ⌐⇔√ ≢⁸ ≤⌂╡℮╢ ─ ╩ ⌐

╘⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

① 個人（スポーツを実践している人）の要因 

② 方法（スポーツの方法・内容・仕方等）の要因 

③ 環境（スポーツの施設、設備、用具、自然条件、社会環境等）の要因 

④ 指導・管理（スポーツの指導方法・内容、管理体制等）の要因 

ủ ─ ⌐ ⇔√ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ╣╛ ⌂≥⁸ ⅛╠ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ⌐ ⇔√ ⌂ ╩

∆╢⁹ 

ủ ─ ⅝╛∆™ │ ↑╢⁹ 

 

（２）児童への指導事項 

╩ ℮⌐ √∫≡ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⌐ ⅜ ╠─ ╩ ⅎ⁸ ╩∑∏⌐ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢

№╢⁹ 

ủ ⌂ ╛ ⌂ ≢─ │⁸ ₁⌂ ─ ≤⌂╢ ⅜№╢⁹ 

ủ ⅜ ™─ ╩ ∆╢ ─ ⁸ ↑ ⁹ 

ủ ⅜ ⁸ ⅝ ה ╩ ∂√≤⅝⌐│ ╛⅛⌐

⌐ ⅎ╢⁹  
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◆ 熱中症の予防措置 

（１）全教職員・全生徒が知っておくこと 

① 環境条件を把握する（２．暑さ指数（WBGT）の確認方法を参照） 

⁸ │ ∏ ╩ ⇔⁸ ⱷ♬ꜙכ ─ ╩ ∆╢⁹ 

② 状況に応じた水分・塩分補給と休憩を行う 

™ │⁸ ה ╩↓╕╘⌐ ⇔⁸ │ ⌐ │≤╢⁹ 

☻ⱳכ♠♪ꜞfi◒╛ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

③ 暑さに徐々に慣れる 

│⁸ ⌐ ↄ⌂╢ ⅛╠ ⌐ ↄ ⇔≡™╢⁹ ⌐ ↄ⌂∫√ 

≤⅝│⁸ ╩ ↄ⇔≡⁸ ₁⌐ ╠⇔≡™ↄ↓≤⁹ 

④ 個人の条件や、体調を考慮する（４．健康状態の確認を参照） 

⌐│⁸ └≤╡─ ╩ ∏ ⇔⁸ ⌐ ∂√ ⌐∆╢⁹ 

─⌂™ ╛ ↕⌐ ╣≡™⌂™ │ ⌐ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

⅜ ™ │ ╩ ↓⇔╛∆™√╘⁸ │⇔⌂™ ↕∑⌂™  

⑤ 服装に気をつける 

│ ≤⇔⁸ ╛ ─ ™ ⌐∆╢⁹ │ ≢ ←╟℮⌐∆ 

╢⁹ ⌐ ∆╢ │⁸ ⌐│╝╢╘╢⁸│∏∆ ⇔≡⁸ ─ ╩  

∆╟℮⌐∆╢⁹ 

⑥ 無理な運動はしない 

⁸ ⌐ ∂√ ≤ ⌐∆╢⁹ 

⑦ 具合が悪くなった場合には、早めの処置を行う（５．応急手当フローを参照） 

™≤⅝⌐│ ⅜ ↓╡℮╢↓≤╩ ⇔⁸ ⅜ ↄ⌂∫√ │⁸ ╘⌐  

╩ ⇔⁸ ⌂ ╩ ℮⁹ 

β ─ ⌐≈™≡╙ ⌐ ∂≡ ╩ ℮⁹ ה ⌐≈™≡│⁸ 

╖ ─ ⅜ ╕⇔™⅜⁸ ⁸ ⁸─≥─ ⅝╩ ∂√≤⅝│⁸ 

⌐ ⇔⁸ ⇔≡╙╟™⁹ 
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GÔHᾓĤẰ₲GWBGTHĽϯ  

ɋ ᾓĤẰ₲ķľ 

↕ WBGT Wet Bulb Globe Temperature │⁸ ╩

∆╢↓≤╩ ≤⇔≡ 1954 ⌐▪ⱷꜞ◌≢ ↕╣√ ≢№╢⁹ │

≤ ∂ ϴ ≢ ↕╣╢⅜⁸∕─ │ ≤│ ⌂╢⁹ ↕ WBGT│

≤ ≤─ ─╛╡≤╡ ⌐ ⇔√ ≢⁸ ─ ⌐ ⅎ╢

─ ⅝™ ᵑ ⁸ᵒ ה (┤ↄ⇔╚)⌂≥ ─ ⁸ᵓ ─ ≈╩

╡ ╣√ ≢№╢⁹ 

 熱中症患者発生率 

 

─◓ꜝⱨ ─ ─ ╩♃כ♦ ⌐ WBGT≤

─ ⅛╠╙ ↕ WBGT⅜28ϴ ╩ ⅎ╢≤

⅜ ⇔ↄ ∆╢ ⅜ ⅛╢⁹ 

  ◘▬♩⁸ ↕ (WBGT)⌐≈™≡  

 

Ɍ ϯ ĨŚƁŦơƵŲ 

  ◓ꜝfi♪ה ≢─ ╩ ∆╢ ⌐⁸₈ ◘

▬♩₉≢ ↕ ╩ ⇔⁸ ─WBGT ≢ ⌐ ↕ ╩ ∆╢↓

≤⁹ 

  ─ ─ ≢─ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒ ─ ╙ ≤∆╢⁹ 
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（３）暑さ指数を用いた活動判断 

│⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐ ∂≡ ⌐ ⇔⁸ ↕

╩ ™√ ─ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐ ≠™≡ ╛

─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆⁹ 

(WBGT)  

(ṹ) 

ṕ Ṗ 

 

(ṹ) 

 

 

 

 

 

 

ṕ ểṖ  

31  35  

 

 

 

 

 

 

28Ṍ31  31Ṍ35 

 

ṕ Ṗ 

10Ṍ20

ṕ ỄṖ  

 

25Ṍ28 28Ṍ31 

 

 

ṕ Ṗ 

30

 

 

21Ṍ25 24Ṍ28 

 

 

ṕ Ṗ 

 

 

21  24    ṕ Ṗ 

 

 

1 ☻ⱳכ♠ ₈ ₉╟╡⁹ 

 ╩ ™╢ ⌐│⁸ ⌐ ∆╢⁹ ⅜ ↑╣┌⁸ ꜝfi◒ ⇔

™ ─ ╩ ∆╢⁹ 

─ ꜞ☻◒│ ⅜ ⅝ↄ⁸ ╙ ⅝ↄ ∆╢⁹ │  

⌂ ≢ ╡⁸☻ⱳכ♠ ≢│ ╛ ⌐ ∆╢⁹ 

↕⌐ ™ ─ ™ ⁸ ─ ╛ ↕⌐ ╣≡™⌂™ ⌂≥⁹ 

►▼Ⱪ◘▬♩─ ╩ ⌐  

1 ◘▬♩ https://www.wbgt.env.go.jp/wbgt.php  

2 ☻ⱳכ♠ ₈ ₉ 

  https://www.japan - sports.or.jp/medicine/heatstroke/tabid922.html  
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（４）健康状態の確認 

⌐ ™⁸ ⌐ ∏ ⌐ ∆╢⁹ 

 

活動前後の体調確認項目と対応（例） 

番号 確 認 項 目 対 応 

１ 欠食（朝食、昼食）あり 

本人と指導者が必ず話をして 

見学 or 要観察 

２ 頭痛あり 

3 腹痛、吐き気あり 

4 胸痛、息苦しさ（呼吸困難）あり 

5 寝不足、疲労感あり 

6 体調不良による保健室利用あり 自宅で休養 

 

あてはまる項目がある場合は、体調確認表に「番号」を記入する 
 

熱中症発生時の役割分担 

担当区分 主担当 主担当不在の場合 

熱中症患者対応 養護 教頭 教務 

患者対応補助 教頭  光っ子サポーター 

救急車要請 事務 用務員 教頭 

救急搬送付添人 養護 教頭 教務 

    

 

処置に必要な物品の保管場所 

水分補給 保健室冷蔵庫 

冷却剤、氷のう 保健室 

  

 
 

あらかじめ決めておく 

 

（５）児童に対する熱中症に関する指導 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ⇔ ─ ╩ ℮↓≤⌐╟╡⁸ ─

⌐ ╘╢⁹ 

 ̧ ™ ⌐│⁸ ╩ ∆╢⁸ ⌐⌂╢⁸ ∆╢≤⅝│↓╕╘⌐ ╩ ⇔⁸

╩ ╢⌂≥⁸ ─√╘─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ̧ ™ ─ ⌐│⁸₈ ♅▼♇◒ ₉╩ ™≡ ╠─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ̧ ⅜ ™⁸ ⅜ ™⌂≥ ⌐ ╩ ∂√ │⁸ ⌂ↄ ⇔ ╢↓≤⁹ 
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◆ 食物アレルギー・アナフィラキシーの未然防止 

（１）アレルギー対応委員会の設置と学校全体の組織的な取組 

╩ ≤⇔⁸ ─ ≢ כ◑ꜟ꜠▪╢∆ ╩ ⌐ ∆

╢⁹ ≢│⁸ ─ כ◑ꜟ꜠▪─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ─

≤ ⁸ ─ ⌐≈™≡ ⇔ ╩ ∆╢⁹ ⱪꜝfi╛ ─ⱴ

♬ꜙ▪ꜟ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ⅜ ⇔√ ⌐ ≠⅝ ⇔ ™╩ ╘╢⁹ 

β▪꜠ꜟ◑כ ─ ≢│ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔≡ ╡ ╗↓≤⅜ ≢№

╡⁸∕─√╘⌐│ ─ │ ≢№╢⁹ 

委員長  ─  

委員  ⁸ ⁸  

β ⌐│  

  ⁸ ⁸ ⁸  

  ⁸ ╛ ≤ ⁸  

 ☿fi♃ה כ ─ ⁸  

ה   ה ─  

  ⌐⅔↑╢ ─  

  ⌂ ⁸ ⁸  

（２）食物アレルギー対応に関する教職員の役割分担 

₁─ ⌐ ∆╢ ─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

校長等 

─ כ◑ꜟ꜠▪ ─∆═≡─ ≢№╡⁸ ─
─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆╢⁹ 
כ◑ꜟ꜠▪ ╩ ∆╢⁹ 
╩ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╠╣√ ≤ ⌐ ℮ ∆╢⁹ 
≤ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

全教職員 

╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ─ ╛ ─ ⱪꜝfi╩ ∆╢⁹ 
⌐≈™≡ ╩ ╢⁹ 

⅜ ─≤⅝◘ⱳכ♩⌐ ╢ │⁸ ⌐ כ◑ꜟ꜠▪
╩ ∆╢ ─כ◑ꜟ꜠▪─ ╩ ⇔⁸ ─ ⅜≢⅝╢╟℮⌐∆╢⁹ 

学級担任 

╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ─ ╛ ─ ⱪꜝfi⁸ ⌐≈™
≡ ∆╢⁹ 

╩ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╠╣√ ≤ ⌐ ℮⁹ 
│⁸ ╘╠╣√ ↕⇔ ⇔ ╩ ⌐ ™⁸ ╩ ∆

╢⁹╕√ ⇔™ ╩ ↔∑╢╟℮⌐ ∆╢⁹ 
╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ─ ─ ╛ ═ ⇔ ╩ ⇔⁸

⌐ ╘╢⁹ 
⌐ ╩ ╣╢ ⌐│⁸ ⌐ ─ ⌐ ⌂ ⅞╩ ℮⁹ 

─ ⌐ ⇔≡⁸ ╩כ◑ꜟ꜠▪ ⇔ↄ ↕∑╢⁹ 

養護教諭 

╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ─ ╛ ─ ⱪꜝfi⁸

─ ╛ ─ ╩ ∆╢⁹ 

╩ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ╘╠╣√ ≤ ⌐ ℮⁹ 

╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ─ ╩ ⇔⁸ ≢ ╩ ╢⁹ 

ה ה ≤─ ╩ ╡⁸ ─ ╛ ╩ ⌐

∆╢⁹ 

₈ ⌐⅔↑╢ כ◑ꜟ꜠▪ ₉ ╩ ⌐  
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（３）食物アレルギー対応実践までのながれ 

╩ ≤⇔≡⁸ כ◑ꜟ꜠▪ ╩ ─≤⅔╡ ╘╢⁹ ⌐│

╛ ⌂≥─ ⅜ ≤⌂╢⅜⁸ ⌐ √⌐ ∆╢ ╛

ה ⅜ ⌐⌂╢ ╙№╢─≢⁸ ⌐ ∂≡ ⌐ ∆╢⁹ 

   

כ◑ꜟ꜠▪ ╩

⇔⁸ ה ─

⌂ ─  

(A) ─ ┘ ─ כ◑ꜟ꜠▪⁸⌐ ⌐

∆╢ ה ╩ ∆╢≤ ╦╣╢ │ ⇔ ╢╟℮

∆⁹ 

(B)▪꜠ꜟ◑כ ─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ╩ ↑ ↑

╢ ─ ╩ ∆╢⁹ 

10 4ה₩3  

≤⌂╢ ─

┼─

─  

ủ(A)⌐╟╡ ⇔ ⅜№∫√ ⌐│⁸ ⅛╠

⌐ ╩ ⇔⁸ ┼─ ╩ ∆

╢⁹ ⅛╠─ⱥ▪ꜞfi◓⌐⅔™≡ ⅜ ≢─ ╩

≤⇔⌂™ ╛ ≢─ ╩ ∫≡™⌂™ │ ─

≤⌂╢⁹ 

ủ(B)⌐╟╡ ─ ⇔ ⅜№╡⁸ ≢─ ה ╩ ∆

╢ ⅜№╢≤ ↕╣√ ⌐│⁸ ⅜ ⌐

╩ ⇔⁸ ┼─ ╩ ∆╢⁹ 

10 4ה₩3  

ѝ 

ѝ 

ѝ 

Ό ⌐╟╢ ─  

Ὼ ⅜ ⌐ ╩  

Ώ ⌐ ∂≡⁸ ⅛╠↕╠⌐ ⌂ ─ ╩  

ῼ Ώ─ ╩ ↑√ ⅛╠─ ─  

 

⌐ ≠ↄ

≢─ ─

ה ⌂  

ủ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⌐ ≠⅝⁸

≤⇔≡─ ╩ ⇔⁸₈ ⱪꜝfi₉╩ ∆╢⁹ 

ủ ⅜ ≤⌂╡⁸ ─ ⌐╗↑√ ╩ ℮⁹ 

Ό ₁─ ─ ה ⌐ ∂√ ─

ה ≤─  

Ὼ ▪꜠ꜟ◑כ ─ ─ ⁸ ₁─

₈ ⱪꜝfi₉≤≤╙⌐  ⌂≥ 

1 3 4ה  

≤─  ủ₈ ⱪꜝfi₉⌐≈™≡⁸ ≤ ⇔₈ ⱪꜝfi₉╩

∆╢⁹ 
2 3 4ה  

כ◑ꜟ꜠▪₈

⌐ ∆╢

₉⌐⅔↑╢

─  

ủ ⅜ ₁─ ─₈ ⱪꜝfi₉─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ◄ⱧⱭfi─ ⌐≈™≡ ╩ ℮⁹ 
2 3 4ה  

ѝ 

ѝ 

₈ ⱪꜝfi₉⌐ ≠ↄ ─ ↓─ ⁸ ─ ≤≤╙

⌐⁸ ⌐ ∂ ≤─ ─ ╩ ↑╢⁹  
 

כ◑ꜟ꜠▪₈

⌐ ∆╢

₉⌐⅔↑╢

 

₈ ⱪꜝfi₉⌐ ≠ↄ↓╣╕≢─ ╩ ╡ ╡⁸ ∆═⅝

╩ ∆╢⁹↓─ ⌐ ∂⁸ ≤ ╩ ╡⌂⅜╠

₈ ⱪꜝfi₉╩ ∆╢⁹ 

8 12  

ѝ ─   

⌐ ∆╢

─  

ה ╩ ∆╢ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢

╩ ∆╢⁹ 
2 ₩3  

₈ כ◑ꜟ꜠▪─ ⌐ ∆╢ ╡ ╖●▬♪ꜝ▬fi₆ ₇₉ 

p.14 ╩ ⌐  
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（４）給食における対応 

─ ⌐⅔↑╢ כ◑ꜟ꜠▪ ─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

ừ ╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ⌐╙⁸ ╩ ∆╢⁹∕─√╘⌐╙⁸ ╩ ≤∆

╢⁹ 

ừ כ◑ꜟ꜠▪ ⌐╟╡ ⌐ ℮⁹ 

ừ₈ כ◑ꜟ꜠▪─ ⌐ ∆╢ ╡ ╖●▬♪ꜝ▬fi₉⌐ ≠⅝⁸ ─ ⌐╟╢₈

כ◑ꜟ꜠▪ ₉─ ╩ ≤∆╢⁹ 

ừ ─√╘⁸ ─ ∆╢⅛⇔⌂™⅛ ╩ ≤∆╢⁹ 

ừ ┘ ─ ⁸ ╩ ╖⁸ ⌂ ⌐ ⌂ │ ╦⌂™⁹ 

ừ ╟╡ ↕╣╢ כ◑ꜟ꜠▪ ─ ⌐ ≠™≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌐ ∂≡ ╟╡ ╩ ↑╢⁹ 

 

（5）学級における安全な給食運営 

┘◘ⱳכ♩⌐ ╢ │⁸ ⌐⅔↑╢ ₁─ ╩ ─

꜠ⱬꜟ⌐ ∂≡ ⌐ ∆╢⁹ 

【レベル１】詳細な献立表対応 
╙ ⅜ ⅝╛∆™ ─√╘⁸ ↕╣√ ⌂

⌐╟╡⁸ ∏ ─ ╩ ∆╢⁹ 

【レベル２】弁当対応 

⇔√ ╩ ≢ ⌐ ∆╢⁹ 

─ ⌐ ⇔≡─╖ ⌐ ╩ ∆╢ ╩

╢ ⌐│⁸ ╛ ╩ ⁸ ⇔ ╩

∆╢⁹ 

【レベル３】除去食 

【レベル４】代替食対応 

↕╣√ ╩ ∆╢⁹ 

─ ↑ ╡ ⁸ ─ ╡ ≡⁸ ה ↑

ה ─ ╩ ╘⁸↓╣╩ ⌐ ╢⁹ 

 

（6）給食以外で配慮が必要な活動における対応 

│⁸ ∞↑≢⌂ↄ⁸↔ↄ ─ ╩ ™ ╪∞╡ ╣√╡∆╢↓

כ◑ꜟ꜠▪╙≢≥ ╩ ↓∆ ⅜™╢↓≤╩ ⌐₈ ⱪꜝfi₉⌐ ≠ↄ

╩ ∆╢⁹ ⌐ ⅜ ⌂ ⌐≈™≡│ ─≤⅔╡⁹ 

調理実習 
─ ≢ ⁸ ⁸ ⌂≥╩ ∫√ ⅜ ╦╣╢ ⌐∕

╣╠─ ╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ⌐ ∆╢ ⅜ ⌐⌂╢⁹ 

卵の殻を使った授業 
─ ⌐│ ♃fiⱤ◒│ ╕╣≡⅔╠∏⁸ ∫≡╙ ⌂™⅜⁸

∫√ ⌐│ ─ ♃fiⱤ◒⅜ ⇔≡⅔╡⁸ ⅜ ⇔√ ┼─

⌐╟╡ ─ ⌂≥ ╩ ↓∆ ⅜№╢⁹ 

牛乳パックの洗浄 

ꜞ◘▬◒ꜟ ⌂≥≢ ⅜ ⌐ Ɽ♇◒╩ ⁸ ⁸ ∆╢

⅜№╢⅜⁸↓─ ⌐╟╡ ⅜ ⌐ ┘ ╢⁹ ─ ⅜

⌐ ∆╢∞↑≢ ╩ ∆ ─ ⌐≤∫≡│ ≢ ╦╣

╢∞↑≢╙ ⌂─≢⁸ ⌂ ⅜ ≢№╢⁹ 

ソバ打ち・うどん打ち 

体験授業 

♁Ᵽ ∟│⁸♁Ᵽ ≤ ╩┤╢™⌐⅛↑≡ ╢≤↓╤⅛╠ ╕╢⁹┤

╢™⌐⅛↑╢≤⅝⌐⁸♁Ᵽ ⅜ ╩ ∫≡ ™ ╪∞╡⁸ ╢≤⅝⌐

⌐ ╣√╡∆╢√╘⁸♁Ᵽ▪꜠ꜟ◑כ─ ⌐≤∫≡│ ⅜ ≢№

╢⁹ 

℮≥╪ ∟ ╙ כ◑ꜟ꜠▪ ⌐≤∫≡ ⌐⌂╢↓≤⅜№╢⁹ 
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小麦粘土を使った 

授業 

≢ ╪∞╡ ╩⇔√╡∆╢≤⅝⁸ ⌐ ╕╣╢ ⅜

⌐ כ◑ꜟ꜠▪╡╟⌐≥↓╢∆ ╩ ∆ ⅜™╢⁹ 

─כ◑ꜟ꜠▪ ⅜ ∆╢ ⌐│⁸ ─ ⌐╙ ∆╢↓

≤⁹ 

 

（7）当事者以外の児童に対する説明 

כ◑ꜟ꜠▪ ─ ┼─ ╩ ╘╢⌐ √∫≡│⁸ ─ ⅛╠─ ╩ ⌂

⅜╠ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹∕─ ⁸ ─ ⌐ ⇔≡≥─╟℮⌂ ╩∆╢

⅛│⁸ ─ ─ ⌂≥╩ ⌐ ⇔⁸ ≢№╢ ┘ ─

╙ ╕ⅎ≡ ∆╢⁹ 

╕√⁸ ╩ ∂≡⁸ ╩כ◑ꜟ꜠▪ ∆╢ ┼─ ╩ ╗▪꜠ꜟ

─≡™≈⌐כ◑ ⌂ ╩ ∆ ╩ ℮⁹ 
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◆ 犯罪被害防止に関する日常管理 

（１）校門及び校舎入口の管理 

─ │⁸ ╩ ≤∆╢⁹ │⁸ ╩ ∂⁸↓╣╩

┘ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⌐ ↕∑╢⁹ 

時間 児童・教職員 来校者・保護者 

登校時間 

７時４０分～７時５０分 

 ̧ │ ⅛╠ ∆╢⁹ 

 ̧ ⅜⁸ ╩ ⌐ ⇔⁸

╕≢⌐ ∆╢⁹ 

 ̧ ⅜ ⇔√ ╙ ⅛╠ ∆

╢⁹ 

 ̧ ⌐ ⅛╠ ╡

∆╢⁹ 

授業中  ̧ ה ≤╙⌐ ╩ ∫≡

╡∆╢⁹ ⌐ ╘√ │∕─

╡≢│⌂™  

（２）来校者の管理 

│⁸ ┼─ ה ╩ ∂≡⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐

─ ╩ ╢╟℮ ╘╢⁹ 

 ̧ ↑⌐⁸ ┘ ⌐₈ ─ │ ⅛╠

┼⅔™≢ↄ∞↕™₉─ ╩ ∆╢⁹ 

 ̧ ⌐≡⁸ ⌐│ ⌐ ╩ ╘╢⁹ 

 ̧ │⁸ ╩ ∆╢ ⌐№╢≤™℮ ⅎ╩╙∫≡⁸ ≤∆╣

∫√ ⌐│⁸ ⌐ ה ↑╩∆╢╟℮ ⅜↑╢⁹ 

（３）校内の巡視 

 ̧ │⁸ ה ה ─ ╖ ה ╖ ה

─℮∟⁸2 ⁸ №╢™│ ⅜ ╩ ℮⁹ 

（４）校外の巡視・巡回 

 ̧ ─ ⁸ ⅜ ─ ╩ ℮⁹╕√⁸ ⌐

⁸ ⁸ ─ ⅜ ─ ╩ ℮⁹ 

 ̧ ─ ₈ ─ ⱴ♇ⱪ ⁸ ⁸ ₉╩ ⌐⁸

ה ≤ ≢ ╩ ∆╢⁹ 

 ̧ Ɽ♩꜡כꜟ ─ ╩ ≡⁸ ─ Ɽ♩꜡

╩ꜟכ ∆╢⁹ 

 ̧ ╡ ₈↓≥╙ 110 ─ ₉₈↓≥╙ 110 ─ ₉─ ה ─

╩ ≡⁸ ─ ─ ╡ ╩ ∆╢⁹ 

（５）不審者侵入防止のための３段階 

    ᵑ ההההההההה │ ⁸ ⌐ ╩ ╘╢⁹ 

    ᵒ ⅛╠ ╡ הה ⌐₈ ₉─ ╩ ∆╢⁹ 

    ᵓ ┼─ ╡ הההה ╡ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ≢ ╩∆╢⁹ 

                     ⁸ ╖ │⁸ ─ ╩ ╘╢⁹ 
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◆ 来校者予定表様式 

来 校 者 表 

日付 来校時刻 氏名（所属） 用件 

˗ ʿ   

˗ ʿ   

˗ ʿ   

˗ ʿ   

˗ ʿ   

˗ ʿ   

˗ ʿ   

（６）不審者対応 

    ●   ⌐│ ≢ ╩ ℮╟℮⌐ ∆⅜⁸ ∂⌂™ │ ≤ ⌂∆⁹∆  

   ←⌐ ╩ ∂╢⁹ 

●   ≢₈ ╙╣⅜№╢─≢ ┼ ╢₉╕√│⁸₈ ╙╣⅜№╢─≢ ┼ ╕ 

╢₉↓≤╩ ⅎ⁸ ⁸ ⌐ ╩ ⇔∆╢⁹ ╛⅛⌐ ⇔  

    ╩ ℮⁹ │ ⌐ √╢⁹ ⌐₈ ₉╩ ℮⁹ 

●   ⅜ ⇔⁸ ⅜ ↕╣√╠ ≢ ╠∑╢⁹ 
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◆ インターネット上の犯罪被害防止対策 

（１）最新事例の把握 

│⁸▬fi♃כⱠ♇♩ ─ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⌐ ⇔

≡ ╘⌐ ─►▼Ⱪ◘▬♩╩ ⌐ ╛ ⌂≥╩ ⇔⁸ ┼

─ ⌐ ∆╢⁹ 

 ̧ 警察庁「なくそう、子供の性被害。」

http://www.npa.go.jp/policy_area/no_cp/statistics/ 

 ̧ 公益財団法人警察協会「STOP! 子供の性被害～子供を性被害から守るために～」

https://www.keisatukyoukai.or.jp/pages/23/ 

 ̧ 文部科学省「情報モラル教育の充実」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm 

 ̧ 文部科学省「青少年を取り巻く有害環境対策の推進」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/1354754.htm 

 ̧ 警察庁・文部科学省「守りたい 大切な自分 大切な誰か」 

https://www.mext.go.jp/content/20210311-mxt_kyousei02-100003330_1.pdf 

 ̧ 文部科学省・内閣府「生命（いのち）の安全教育」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html 

（２）家庭との連携 

│⁸ ╩ ≤⇔≡ ⌐ ⇔⁸ ≢─☻ⱴכ♩ⱨ◊fi

╛♃Ⱪ꜠♇♩╩ ╛ⱶכ◕√™ ─ ┘ ⁸ⱨ▫ꜟ♃ꜞfi◓─

⁸ ⌐≈™≡⁸ ≤ ≢ ⇔ ╩ꜟכꜟ≡∫ ⇔⁸ ꜟכꜟ⌐

╩ ╢ ╩ ∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ │ ≤ ⇔≡ ╩ ╘╢↓≤≤∆╢⁹ 

 

 

◆ 火災予防対策 

 ̧ 防火計画のための教職員による組織の再確認をすること 

 

 ̧ 最寄の警察署派出所と連絡し、夜間パトロールの要請をすること 

 

 ̧ 所轄消防署と連絡し、防火対策についての専門的指導を要請すること 

 

 ̧ 防火器材の校内の整備状況を総点検し、取扱いに習熟すること 

 

 ̧ 防火扉及び非常口を点検すること 

 

 ̧ 出入口、窓等の戸締りを厳重に行い、通路を確保すること 

 

 ̧ 緊急通報、早期消火の方法を研究・訓練しておくこと 

 

 ̧ 校舎内の巡回に当つては、部屋に入つて隅々まで点検すること 
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◆ 校外活動における危機未然防止対策 

（１）事前の検討・対策 

⁸ Ⱳꜝfi♥▫▪ ⁸∕─ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ─

⅛╠ ─ ⌐≈™≡─ ─ ה ╩ ∂╢↓≤≤∆╢⁹ 

校外活動全般  ̧ 校外活動先における地域固有のリスク（津波・土砂災害などの自然

災害、その他の事故・災害の危険性）を調査し、これを可能な限り軽

減するとともに、想定される事故・災害等が発生した場合の対応を検

討する。 

 ̧ 事前の下見で、現地で被災した場合の様々なリスクや、活動場所近く

の利用可能な施設・設備等（AED配置場所、病院・警察署等）を調

査するとともに、これを活動計画や活動のしおりに反映させる。 

 ̧ 訪問先・宿泊先・旅行代理店等関係者との安全確保に関する事前調

整を行う。 

 ̧ 引率教職員間での連絡方法、引率教職員と在校教職員との定期的

な連絡の方法について検討する。 

 ̧ 災害発生時の避難経路・避難場所、情報収集手段等について確認

し、全引率教職員間の共通認識とする。 

 ̧ 緊急時の連絡体制（医療機関、学校、保護者）を整備し、確実に機能

するかを事前に確認する。 

 ̧ 一人で避難できない生徒への対応について検討する。 

宿泊を伴う 

活動・食に関係す

る活動※ 

（食物アレルギー

対応） 

 ̧ 食物アレルギーをもつ児童についての情報と緊急時対応について、す

べての引率教職員間で共有する。 

 ̧ エピペン®等持参薬の管理方法について、確認する（教職員が管理す

る必要がある場合には引率方法を検討）。 

 ̧ 工場見学や体験学習など、食に関係する活動があれば、その内容を

十分検討する。 

 ̧ 宿泊先や訪問先施設に対し、食物アレルギー対応態勢、実績、どこま

での対応が可能か等について確認する。その際、食事内容だけでな

く、そばがら枕の使用など、触れたり吸い込んだりすることも発症原因

になることに留意する。 

 ̧ 宿泊先や訪問先での食事や活動内容について、保護者と協議をす

る。 

 ̧ 万一アレルギー症状が発症した場合に備えて、以下の準備をする。 

ü エピペン®等持参薬の使用方法の再確認 

ü 搬送可能な医療機関の事前調査 

ü 円滑な治療を受けるため、（必要に応じて）主治医からの紹介

状を用意 

β ⅜ ⌂ ⁸ Ɽ♇◒╩ ∫√ ⁸ ╩ ∫√ ⁸

─ ─⅔⅛∏╛⅔╛≈─ ⁸ ⁸ ╕⅝⁸ ─ ⁸ ≢│⌂™ ╩ ℮

▬ⱬfi♩─ ⌂≥ ⁸▪꜠ꜟ◕fi≤⌂╢ ─   
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（２）校外活動の携行品 

─ ⌂ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹⌂⅔⁸ ⌐ ∂≡ ∆╢

↓≤╩ ∆╢⁹ 

□ 緊急連絡体制表 

□ 児童名簿（緊急連絡先を含む） 

※ボランティア活動等、一部の児童が参

加する活動では、参加児童の緊急連

絡先を把握できる体制を確保する。 

□ 訪問先の地図等（避難経路・避難場所） □ 緊急搬送先医療機関の情報 

□ 携帯用救急セット □ 携帯電話・スマートフォン 

□ モバイルバッテリー □ 携帯ラジオ端末 

□ 笛（危険を知らせるため）  

 

（３）校外学習開始時の対策 

⌐│⁸ ─ ╩ ∂╢↓≤≤∆╢⁹ 

 ̧ ⌐ ⌐⁸ ⌐ ∂≡ ╙ ╗ ≢⁸ ─

╩ ∆╢⁹ 

 ̧ ⌐⁸ ⌐ ⇔≡ ─≤⅔╡⁸ ─ ─ ╩

∆╢⁹ 

ü ─ ╩╟ↄ ↄ↓≤ 

ü ≢ ⇔⌂™↓≤ 

ü ╩ ╣╢ │ ⌐ ╢↓≤ 

ü ▪꜠ꜟ◑כ╩ ≈ ⅜™╢ ─⅔⅛∏╛⅔╛≈╩ ⇔

⌂™↓≤ 

 ̧ ≢│⁸ ⌐⁸ ה ה

╩ ╕√│⇔⅔╡ ╩ ∆╢⁹ 
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◆ 校内行事に際しての危機未然防止対策 

│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌐⅔↑╢

≤⇔≡⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╩ ∂╢╙─≤∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ╩ ≤⇔≡ ⅜▬ⱬfi♩╩ ∆╢ ⌐≈™≡╙⁸ ─

╩ ╢↓≤╩ ≤ ⌐ ∆╢⁹ 

（１）事前準備 

 ̧ ─ ≤ ╩ ⇔⁸ ∆╢ ⌐ ∆╢⁹

⌐≈™≡│ ≤⇔≡ ⱪכ♥ה ≢ ∆⁹ 

 ̧ ⅛╠─ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡ ∆╢⁹

≤⁸ ─ ⁸ ה ─ ↕⌂≥╩  

 ̧ ─ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ∆╢⁹ 

 ̧ ─ ⅜ ↄ⌂╢ │⁸ ╙ ╘√ ─ Ɽ♩꜡⁸╩ꜟכ

┘ Ⱳꜝfi♥▫▪⌐ ∆╢⁹ 

（２）校内行事当日の対応 

 ̧ ─ ⌐│⁸ ⌐≡ ╩ ⁸ ─ ╩ ⇔≈↑╢╟℮ ╘

╢⁹ 

 ̧ ⁸ │ ╩ ╘≡ ╩ ╗ ╩ ⇔⁸ ⌂ ⅜™

⌂™⅛ ∆╢ ™√ ⌐│ ↑⇔⁸ ╩ ⁹ 

 ̧ ─ ⌐ ⅎ⁸ ⌐ ⌐│ ─ ╛ ⁸

╩ ∆╢⁹№╦∑≡⁸ ∟ ╡ ⌐≈™≡╙ ⇔⁸ ╩ ╢⁹ 
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◆ 緊急時の非常参集体制 

（１）非常参集基準 

⁸ ⌂≥─ ⌐ ⅜ ⇔√ ⌐ ⅎ⁸ ─꜠ⱬ

ꜟ⌐ ∂√ ─ ╩ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

非常参集基準 

 ̧  

 
 

─  

─  

 

 

 ה

 

 ה

 

∕─  

 

 
  ⌂⇔ 1  1  1  1  

  №╡  1  1  1  

  │     1  

       

β │₈ ₉ │ ⅛╠─ ╩ √∏⌐ ⌐ ⁹ 

 ̧  

 

 

 

─ 

꜠ⱬꜟ 

─  

 

 

 ה

 

 ה

 

∕─  

 

 

 

꜠ⱬꜟ  

⁸  

 

1  1  1  1  

 

 

꜠ⱬꜟ  

─ ⌐ 
2  

 1  1  1  

β ₩ │⁸ ⌐ ∂≡ ⅜ ⁹ 

 ̧ ∕─ ─ ה ⌐ ∂≡⁸ ₩ ─™∏╣─ ╩ ╢⅛

╩ ⅜ ⁹ 

1 ₈ ₉≤⌂╢ │⁸ ⌐ ⅜ ╣╢╟℮⌂ ⌐⇔≡⅔ↄ↓≤

⌐ ∂≡ ╩ ∆╢ ⅜№╢√╘ ⁹ 

2 ≤│⁸ ─ ∆╢₈ ₉⁸₈ ₉─↓≤⁹ 

（２）安全確保等の優先 

─ ⌐≈™≡│⁸ ≤⇔≡ ≤ ─ ─ ╩ ∆

╢↓≤≤⇔⁸ ┘ ─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

─ ╛ ─ ⌐╟╡≥℮⇔≡╙ ≢⅝⌂™ ⌐│⁸

⌐ ∑∏⁸ ⌐∕─ ╩ ╣╢↓≤⁹∕─ ≢⁸ ⌂ ⌐│⁸ ⌐≡

≤ ╩ ╡≈≈⁸ ┘ ─ ─ ╩ ∆╢⁹ 
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（３）緊急時参集職員 

│⁸ ⌐⁸ ─₈ ₉ ╩ ≤⇔≡⁸

⅛╠ km ⌐ ∆╢ ─ ⅛╠ ∆╢⁹ 

─ │⁸ ─ ≤∆╢⁹ 

    

   ─  

   ─  

 №⅛⌡  ─  

（４）非常参集時の心得 

ủ ⅝╛∆™ ⁸ ≤∆╢⁹ ⌐ ╦∑≡ ╙ ∆╢⁹ 

ủ ∟ ⌐ √╢↓≤╩ ⇔⁸ꜞꜙ♇◒ ⌐ ⇔≡⅔ↄ⁹ 

持ち物の例 

ẽ  ẽ ⱨ◊fi ẽ♩כⱴ☻ה  ẽ ꜝ☺○ 

ẽ ≢⅝╢  ẽ  ẽ ẽ ⱱ▬♇☻ꜟ  

ẽ ─ꜝ▬♩  ẽⱴ☻◒ ẽ ⅎ   ẽⱷ⸗ ה  

 

ủ ⌐│⁸ ∏▬fi♃כⱠ♇♩ ≢ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢≤≤╙

⌐⁸ ─ ⌐│⁸ ╩ ⌐ ╠⌂™↓≤⁹ 

─  ↑╢═⅝  

─ ⁸ ⁸

⅜ ↕╣≡™╢  

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ

≢ ─ ⅜ ↕╣≡™╢  

─  Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ⁸

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ה

≢ ╛ ⅜

↕╣≡™╢  

 

ủ ∆╢ ⌐│ ─ ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

ủ ─ ⅜ ⅝™ ⌐│⁸ ─ ─ ╩≈┬↕⌐ ⇔⁸

┼ ∆╢↓≤⁹ 

（５）教職員の安否確認 

≡─ │⁸ ה ─ ⌐╟╡ ⅜ ╠╣√ │⁸

─ ┘ ─ ⁸ ─ ⌐≈™≡⁸♅ꜗ♇♩ │

⌐╟╡⁸ │ ⌐ ∆╢⁹ 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╩ ╡╕≤╘╢≤≤╙⌐⁸

─ ⌐ ⇔≡ ─ ╩ ╢⁹╕√⁸ │ ⌐╟╡ ה

┼─ ⅜ ╣⌂™ ⅜™╢ │⁸ ⌐ ∂≡∕─ ≤⌂╢╙─╩

∆╢⁹ 
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◆ 事故・災害発生時の対策本部体制 

（１）事故・災害対策本部の設置基準 

ה ⌐ ⌂ ╩ ╢√╘⁸ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ⁸

│ ה ╩ ∆╢⁹ 

  

 

ה  ה

 ה 

 ה 

 β  

│ ─ ⅜ ⇔√  

⅜ ↕╣√  

ה  

 

─ ⅜  

＊津波警報、大津波警報が発表された場合 

≢ ⇔√ ⌐╟╡⁸ ⅝⌂ ⅜

↕╣╢꜠ⱬꜟ ⅜ ⇔√  

≢⁸ ⁸ │ ⌐ ∆╢ ⅜ 30

─ ╛ ∕─ ⌂ ה ⅜ ⇔√  

⌐ ─ ⅜ ꜡♥ה ⇔√  

β │⁸ ⌐ ╩ ∆╢ ─╖⁹ 

（２）指揮命令系統 

ה ─ ┘ ─ │ ─≤⅔╡≤⇔⁸

⅜ ─ ⌐│ ╩ ╘╢↓≤≤∆╢⁹⌂⅔⁸ ה ⌐ ─

⌐│⁸ ╟╡ ה ⌐ ∆╢ ╩ ⌐ ⌐ ∆╢↓≤≤

⇔⁸ │ ╠─ ╩ ╠⅛⌐∆╢⁹ 

 

 

  

 

 
 

  

     

指揮命令者順位 

順位 氏名 緊急連絡先 

１    ₒ ₓ  

２    ₒ ₓ  

３  ₒ ₓ  

４  ₒ ₓ  

５   
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（３）警戒本部 

ה ה ה ה ─╖ ╩

≤⇔⁸ ∆╢⁹⌂⅔⁸ ⌐ ∆╢ │⁸ ┘ ─

ה ╩ ⇔√ ≤∆╢⁹ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

班 役割 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 ̧ ⁸ ─  

 ̧ ─  

 ̧ ∆╢ ─  

 ̧ ┼─  

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ 

 

ꜝ☺○⁸♥꜠ⱦ 

⁸ ⁸ 

 ⱨ◊fi♩כⱴ☻ה

 

 

（４）学校事故・災害対策本部 

ה ─ ┘ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹√∞⇔⁸

ה ─ ⌐╟╡⁸ ─ ה ⌐ ╡⅜ ∂√ ⌐│⁸ │ ⁸

╩ ⇔⁸ ⌐ ∂√ ╩ ╢╙─≤∆╢⁹ 

班 役割 準備物 

 

 

( )  

 

 ( )  

 

 

 ̧ ה ─ ה ╡╕≤╘ 

 ̧ ─ ≤ ─ ⁸

 

 ̧ ≤─  

 ̧ ∟ ⇔ ─ ה  

 ̧ ה ─  

 ̧ ≤─  

 ̧ ≤─  

 ̧ ┼─  

 ̧ ⌐ ↑√  

 ̧₡ ─╖₢ ⁸ ┼

─ ⅝ ╡⁸ ─ ⌂≥

─  

     

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⁸ 

⁸ 

ꜝ☺○⁸♥꜠ⱦ⁸ 

Ɫfi♪ⱴ▬◒⁸ ⁸ 

─ ⁸ ⁸ 

ⱱ▬♇☻ꜟ⁸ 

♩ꜝfi◦כⱣ⁸כ 

⁸ ⁸ 

 ⱨ◊fi♩כⱴ☻ה

 ה

 

 

 

 

 

 ̧ ┘ ─  

 ̧ ⌂ ≢─  

 ̧ ─  

 ̧ ┘ ─ ה  

 ̧ ─ ⁸ ─ ה  

◒ꜝ☻─  

ה
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 ה

 

 

 

 

 

 ̧  

 ̧ ⁸ ─  

 ̧ ה ─ ─  

 ̧ ─ ה  

 ̧ ─ ─  

 ̧ ─  

⁸Ⱬꜟⱷ♇♩⁸ 

ꜝ☺○⁸ 

☿♇♩⁸ 

⁸  

 

 

 

 

 ̧ ─  

 ̧ ⌐ ⌂ ─ ≤  

 ̧ ─ ⁸ ה  

 ̧ ─  

⁸ 

Ⱬꜟⱷ♇♩⁸ 

ⱪ⁸כ꜡⁸ ⁸ 

Ᵽꜞ◔כ♪  

 

 

 

 

 ̧ ┘ ─ ה  

 ̧ ─  

 ̧ ─  

 ̧ ─ ─ ה  

⁸ ⱴ☻◒⁸ 

Ⱬꜟⱷ♇♩⁸ ⁸ ⁸

♩ꜝfi◦כⱣ⁸כ ⁸

 

 

 

 

 

 ̧ ─ ⁸ ─  

 ̧ ─ ה  

 ̧ ≤─  

 ̧ ─◔▪ 

─ ⁸ 

⁸♪כ◌ ⁸ ⁸ 

⁸  

 

 

 

 

 

 ̧ ⇔ ─  

 ̧ ─ ⁸ ⇔ 

 ̧ ≤─  

 ̧ ─  

⇔  ⁸♪כ◌

⁸ 

≢─◒ꜝ☻  

    

 

 

 

 

 

 ̧ ┘ ≤ ⇔√

─  

 ̧ ─  

 ̧ ─ ↑ ╣≤  

 ̧Ⱳꜝfi♥▫▪─ ↑ ╣ 

β ⌐ ⅜ ↕╣√ ─╖ 

ⱴ☻♃⁸כ◐כ 

Ᵽꜞ◔⁸♪כ 

 ⱪ⁸כ꜡⁸○☺ꜝ

ⱪ⁸כ♥  

┼─  

≡─ │⁸ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ה ─ ⌐ ⌂ ╩

╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸ ה ╩ ∂≡∕─ ╩ ⇔≡⅔ↄ⁹ 

╕√⁸ ה ⌐╟╡ ─ ╩ √∑⌂™ ⅜ √ ⁸ ה

─ ⌐╟╡ ─ ⌐ ╡⅜ ∂√ ⌂≥│⁸ ─

⌐ ≠⅝⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜№╢⁹↓─√╘⁸ ≡─ │⁸

⌐ ╘╠╣√ ─╖⌂╠∏⁸ ─ ⌐≈™≡╙ ╩ ⇔≡⅔ↄ⁹ 
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◆ 保護者への緊急連絡・通信手段 

┼─ │⁸ ─ ≢ ℮↓≤≤∆╢⁹⌂⅔⁸ ─ ⌐

≈™≡⁸ ╘⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ₒ ⅛╠ ┼─ ₓ 

ᵑ ⱷכꜟ ꜝ▬Ⱪꜝꜞ ⌐ ─ⱷכꜟ▪♪꜠☻╩

⇔⁸∕─ │ ╘⌐▪♪꜠☻─ ╩ ℮⁹ⱷכꜟ▪♪꜠☻─

⅜ ⌂ ⌐│ ⌐≡ ∆╢⁹ ⅛╠─ ─ ─⌂™

╩ ∆╢ ⌐ ™╢⁹ 

ᵒ ►▼Ⱪ◘▬♩ ⌐ ⇔√ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

ₒ ⅛╠ ┼─ ─ ₓ 

ᵑ ⌐ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ᵒ ♄▬ꜘꜟ 171 ה web171 ⅝⌂ ⅜ ⇔

√ ⁸ ─ ╩ ∆╢╟℮⌐ ∆╢⁹ 

ᵓ MetaMoJi ClassRoom╩ ™≡ ≤ ≤─ ─╛╡ ╡⅜ ≤⌂

╢⁹ 

β ⌐╟╢ ה ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ⅎ⌂™ ⌐│⁸

╛ ◖Ⱶꜙ♬♥▫☿fi♃כ─ ╩ ∫≡ ⅛╠─ ╩ ∆

╢↓≤⁸ ╛ │ ⌐╟╢ ⌐╟∫≡

∆╢↓≤ ⌐≈™≡⁸№╠⅛∂╘ ≤ ─ ╩ ╢⁹ 

 

 

◆ 教職員間の緊急連絡・通信手段 

─ │⁸ ⱷכꜟ ╩ ™╢⁹√∞⇔⁸ ⌐╟╡↓╣╠─

⅜ ≢⅝⌂™ │⁸ ♄▬ꜘꜟ 171 ה web171 ╩

∆╢⁹ 
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◆ 関係機関の緊急連絡先一覧 

ה ⌐ ∆╢ ─№╢ ─ │ ─≤⅔╡⁹ 

│⁸ ╘⌐ ⌐ ⇔⁸ ─ ≤⌂∫≡™╢⅛≥℮⅛

∆╢╙─≤∆╢⁹ 

（１）光市・公的機関 

  ꜟכⱷה FAXה 

 

 0833- 74- 3602   

 0833- 74- 3601   

ה  0833- 74- 3604   

─  

 0833- 77- 0255   

ה  

 0833- 72- 1406   

    

 0834- 33- 6425   

 0833- 72- 0110   

 0833- 72- 0259   

 0833- 74- 5600   

β ┼─ │⁸₈ ₉╩ ™≡ ℮⁹ 

（２）医療機関等 

   FAXה 

ₒ ₓ     

 

0833- 72- 5700 

FAX 71- 0758 
  

ₒ ₓ 

╟⇔│╠ ◒ꜞ♬♇◒ 
0833- 76- 0820   

ₒ ₓ 

 
0833- 71- 0271   

ₒ ₓ 

┤⌂≈  
0833- 74- 1288   

ₒ ₓ 

  
0833- 77- 0055   

 

β ⌐│⅛⌂╠∏ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
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（３）その他関係機関・組織 

ה    FAXה 

─  

 77- 2779     

 090- 7378- 1668     

Co 090- 7994- 9108     

 

 
090- 1352- 6160     

 כ◦◒♃ה

JR  0570- 66- 6352   

JRⱣ☻ 

 
0833- 71- 0302 ﬞ  

 

└⅛╡←╢╡╪Ᵽ☻ 

Ᵽ☻Ⱡ♇♩◘כⱦ

☻  

0833- 72- 8076  

 

-0833 כ◦◒♃ 71- 1197   

∕─  

 0834- 31- 3200   

 0820- 48- 2797   

 0833- 71- 0648   

─℮∟⁸ ─ ╩ ה ה ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 0833- 74- 3602 

 0833- 74- 3601 

 0833- 72- 0110⅛╠  

 0833- 72- 0110 

 0833- 74- 5600 

 0834- 31- 3200 
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◆ 通信・情報収集手段 

（１）事故・災害発生時の通信・情報収集手段及び情報収集先 

ה ─ ≢─ ה │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

 ̧ 携帯型ラジオ（１台）、必要に応じて教職員の自家用車車載ラジオ 

 ̧ 教職員の携帯のワンセグ機能 

 ̧ 電話・FAX、教職員の携帯電話・スマートフォン、乾電池式充電器、モバイルバッテリー 

 ̧ 職員室設置 PC 

 ̧ 防災行政無線（受信機）、広報車 

 

⅛╠⁸ ─ ⌐╟╡ ─ ⌐ ⅎ╢⁹ 

 ̧携帯型ラジオは、予備の電池とともに持ち出せるようにする。 

 ̧携帯型ラジオは、ワイド FM受信のため、94.9MHz まで受信可能なものとする。 

 ̧携帯型ラジオには、下図のようなラベルを取りつけ、ラジオ局と周波数がわかるようにする。 

 

 

 

 

 ̧職員室の PCには、上記の情報収集先をお気に入り登録しておく。 

 ̧サービス・アプリについては、教職員は各自スマートフォンにインストールしておく。 

 ̧校長・教頭・学校安全担当は、スマートフォンを常に携帯しておく。 

 

 

（２）校内の情報伝達手段 

⌐│⁸ ⌐╟╡ ⅜ ⅎ⌂™ ⅜№╢√╘⁸ ─

≤⇔≡ ─ ╩ ⅎ╢⁹ 

  

 ─ ─  

♩ꜝfi◦כⱣכ  ─  

ⱱ▬♇☻ꜟ  

⅜ ≤ ⇔√ ⌐│⁸ ─ ╩ ↑√ ⅜ ≤

ⱱ▬♇☻ꜟ╩ ∫≡ ╩ ℮⁹ │ ה ה ⌐ ↑≡ ↑╩

∆╢⁹ 
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◆ 緊急時持ち出し品の内容、保管場所、担当者 

（１）緊急時持ち出し品（職員室キャビネット） 

∆╢ ─ ∟ ⇔ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹∆←⌐ ∟ ∑╢╟℮⁸

∟ ⇔ ⌐╕≤╘⁸ ⌐ ⅎ╢⁹ ╩ ╗√╘⁸ ╩ ⌐∆╢↓≤⁹ 

⌐ ™╢  

 ̧ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ 

 ̧ ⁸ ×  

 ̧ ה○☺ꜝ  

 ̧ Ɫfi♪ⱴ▬◒⁸ⱱ▬♇☻ꜟ 

⌐ ™╢ 

 

 ̧ ☿♇♩ Ɫ◘Ⱶ⁸Ⱨfi☿♇♩⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⁸

ⱪ⁸כ♥ꜟ◌☺כ◘⁸♀כ●  

ה  

 ̧  

 ̧  ♪כ◌⇔

 ̧ ─  

  ̧ ─  

 

 ̧ ה  

 ̧ ה ה ─  

 ̧ ┼─  

∟ ⇔ ─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

順位 氏名 

１  

２  

３  

（２）緊急時持ち出し品（保健室） 

⌐⁸ ה ☿♇♩╩ ⅎ╢⁹ ─ ⌐│⁸ ⅜ ∟ ∆

↓≤≤∆╢⁹ 

（３）各学級の持ち出し品 

⌐│⁸ ─ ╩ ╣√₈ ∟ ⇔ ₉╩ ∆╢⁹ ╘⌐

│⁸ ╩ ─ ⁸ ⌐ ∂≡ ∆╢⁹ 

学級用緊急 

持ち出し袋 

ⱷ●ⱱfi⁸ ⁸ × ⁸♃○

ꜟ⁸ ⁸ⱴ☺♇◒⁸ ⁸ⱱ▬♇☻ꜟ⁸

◒ꜝ☻  

 

 

 

 

╙⇔ↄ│ │⁸ ה ─ ⌐╟╡ ∆╢

⁸ ─ ┘ ∟ ⇔ ╩ ∟ ∆╙─≤∆╢⁹ 

現状なし。 

配置をめざす。 
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◆ 重要書類等の保管・整備 

（１）学校運営上の重要物品・重要書類 

⌐ ∆╢ ה │⁸ ⌐╟╢ ╩ ↑╢√╘⁸ ─≤⅔

╡ ∆╢⁹ │⁸ ⌐ ⇔≡ ⌐⁸ ─

⅜ ™↓≤⁸ ─ ⅜⌂™↓≤╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

保管場所 内   容 

─ 

ה ◐ꜗⱦⱠ♇♩ 

 

 ̧  

 ̧  

 ̧  

 ̧ ─ ה  

（２）学校関係図面の整備  

ה ⌐ ⅎ⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

 ̧ ה  

 ̧ ─  

 ̧     

 ̧     
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◆ 事件・事故・災害等発生時の情報整理様式 

 

事件・事故・災害等発生時の情報整理様式 

 

記録者 （         ）    

月日  時間 発生した事柄 対応者 学校対応 補足 

       

       

       

                            

∆═⅝ ─  

 ̧ 事件・事故・災害被害等の発生状況・概要 

 ̧ 負傷者・被害者の事件・事故・災害発生直後の状況（氏名、学年、保護者氏

名、症状、応急手当、搬送時刻、搬送先） 

 ̧ 学校の対応状況（時刻、対応者名・関係者名） 

 ̧ 学校から外部への連絡状況（時刻、対応者名・関係者名） 

 ̧ 警察等関係機関との連携状況 

 ̧ 報道機関等への対応状況   
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◆ 事故・事件対応記録様式 

⅜ ה ─ ⌐№∫√ ⌐│⁸ ─ ╩ ™≡ ╩ ∆╢⁹ 

事故被害児童 （   ）年（   ）組 名前： 

 保護者氏名：            TEL： 

※校内関係者がいる場合 

関係者（   ）年（   ）組 名前： 

関係者（   ）年（   ）組 名前： 

発生日時    年  月  日（   ）  午前・午後  時  分 

事故概要 
 

発生場所 
 

原因等 
 

事故発生後

の様子 

意識・出血・呼吸・脈・体温・顔色・痙攣・疼痛・外傷等 

応急措置 

気道確保・人工呼吸・胸骨圧迫・AED・止血・異物の除去・保温・冷却・ 

衣服をゆるめる・体位・手足のマッサージ等 

搬送先病院 
 

TEL： 

病院等での

容態 

 

保護者への

連絡状況 

 

備考 
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◆ 校内の備品・備蓄品 

（１）共通備品・備蓄品 

⌐⅔↑╢ ה ⌐ ⅎ√ ה ⌐≈™≡│⁸ ₈ ה

₉⌐ ∆⁹ 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ה ─ ─ ה ⁸

─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

 

（２）児童・教職員用の備品・備蓄品  ※（２）は努力目標とする。 

│⁸ ⌐ ה ⅜ ∆╢ ⌐ ⅎ≡⁸ ─

╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⅜ ∆╢⌂≥⇔≡ ─ ⅜ ⇔√ │⁸

╩ ∂≡ ⌐ ╩ ∆╢⁹ 

 ①児童用備蓄品 

─ ╩ ≢ ⇔ ⌐ ה ∆╢↓≤╩⁸ ╘⌐

⌐ ∆╢⁹⌂⅔⁸ ≢ ∆╢ ⌐│⁸ ₁─ ⌐≤⌂כ◑ꜟ꜠▪─ ∆

╢╟℮ ∆⁹ 

[各家庭で準備する児童用備蓄品] 

 Ợ ≢⅝⁸∕─╕╕ ═╠╣╢╙─  

 Ợ 500mlⱭ♇♩Ⱳ♩ꜟ×  

     
     

 Ợ∕─ ⁸ ─ ⌐ ∂≡ ⌂  

⅜ ⇔√ ⅔ │⁸ ≤⇔≡ ⌐ ∆╢╙─

≤∆╢ ⁹√∞⇔⁸ ⌂≥ ⌐ ⌂ ╩

≤∆╢ │⁸∕─ ⁸ ה ╩ ∆╢⁹ 

 ②教職員用備蓄品 

≡─ │⁸ ⌐⅔↑╢ ╠─ ─ ה ─√╘⁸

─ ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐ ה ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

[各教職員が準備する備蓄品] 

 Ợ ≢⅝⁸∕─╕╕ ═╠╣╢╙─  

 Ợ 500mlⱭ♇♩Ⱳ♩ꜟ×  

 ỢⱫꜟⱷ♇♩ 

 Ợ∕─ ⁸ ─ ⌐ ∂≡ ⌂  

  

（２）は努力目標とする。 
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◆ 備品・備蓄物資整理一覧表様式 

区分 品名 数量 保管場所 責任者 
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◆ 家庭との共有事項 

（１）保護者との共有の時期・方法・内容 

│⁸ ╩ ∂≡⁸ ⌐ ⇔ ᵑ ᵔ⌐ ∆╢ ╩ ⌐

ה ∆╢⁹ 

Ẽ ה │ ⁸ │ ─ ⁸ 

          ─ ⌐≈™≡│ ⅝  

Ẽ ה ⌐⅔↑╢ ⁸ ┘ ⅛╠─  

 ①学校と家庭の情報伝達・連絡方法について 

⅛╠ ┼ ∆╢√╘─ ≤⇔≡⁸ ⌐⁸ ⱷכꜟ ◦☻♥

ⱶ┼─ ⱷכꜟ▪♪꜠☻─ ╩ ∆╢⁹ 

∑≡⁸ ≤ ─ ה ─ ≤⇔≡ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

ủ ⅛╠ ┼─  

1 ⱷכꜟ ◦☻♥ⱶ 

2 ►▼Ⱪ◘▬♩┼─  

ủ ≤ ≤─  

1  

2 MetaMoJi  ClassRoom 

ủ ⅜ꜟכⱷה ⌂ ─  

♄▬ꜘꜟ 171 ⁸ Web171  

∞∫√ ⌐│ⱷ⸗ ╩ ∆  

┼─  

─ ⌐╟╢ ┼─₈ ┼─ ₉ ┘⅛↑ 

ה  ►▼Ⱪ◘▬♩┼─ ה    ┼─  

ה  ┼─ ה    ⁸ ⌂≥┼─  

ה  ⅛╠─ ╩ ∂≡  

 ②各種基準について 

ה ─ ⌐≈™≡⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ⁸ ⇔⁸ ─  

ủ ⅜ ↕╣╢ ─ ─ ה ה  

 ③家庭で話し合っておく事項について 

ה ⅜ ⇔√ ⌐ ∆╢ ≢─ ⅎ⌐≈™≡⁸ ─ ⌂

≥⁸ ≢ ⇔ ℮ ╩≈ↄ╢⁹ ⌐⁸ ≤ ⅜ ╣≡™╢ ─ ≤⇔

≡⁸ ─ ⌐≈™≡ ─ ⌐ ∂√ ⇔ ™╩ ∆↓≤≤∆╢⁹ 
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 ̧ ⁸ ≢ ⅜ ⇔√ ─ ⌐ ™≡  

ה · ─≥∟╠⌐ ⅛℮⅛ ⌐ ⅜™≡⁸ ⅜ ⌐ ↑

╣┌ ⌐ ╢⁸ ─ ╛ ⌐ ™ ⌐│ ┼ ↄ  

· ⅝⌂ ─ ─ ─ ⱦꜟ  

· ─₈ ≥╙ 110 ─ ₉─  

 ̧ ≢ ⅜ ─≤⅝⌐ ⅜ ⇔√ ─  

· ≢ ─ ╩ ╢ ─ ╡  

· ≤─ ─ ╡ ─  

 ̧ ⅜ ⇔ ⅜ ⅛╠ ╢↓≤⅜≢⅝⌂™ ─  

· ⌐™╢ ⌐│ ≢ ∆╢ ⅜№╢↓≤╩  

 

④ 引渡しの事前登録と引渡し方法について 

╘⌐⁸₈ ⅝ ╩₉♪כ◌⇔ ⇔≡╙╠™⁸ ╡ ≤⌂╢

╩ ∆╢⁹ 

⅝ ♪כ◌⇔ ה ─ ⌐│⁸ ⇔⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡

╙ ∆╢⁹╕√⁸ ⅝ ⇔─ ≤ ⁸ ⌐≈™≡╙ ∑≡ ∆╢⁹ 

 ̧ ₈ ⅝ │₉♪כ◌⇔ ∆╢↓≤≤⇔╕∆⁹ 

 ̧ ╛ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⅜↔ ─ ⌐ ∫≡™╢

⌐│ ⅎ⌐ ⌂™≢ↄ∞↕™⁹ 

 ̧ ⌐ ⅎ⌐™╠⇔√ ≢ ⌐ ⅜ ∫≡™╢ ⌐│⁸ ╩ ⅝ ↕

∏ ≤≤╙⌐ ⌐ ╕╢⁸╙⇔ↄ│ ה ≤≤╙⌐ ┼

∆╢↓≤╩↔ ↄ∞↕™⁹ 

 ̧ │⁸ ╛ ─ ⌐⁸ ≤⇔≡─ ⅜ ↕╣

≡™╕∆⁹∕─√╘⁸ ─ ⌐│↓─ ╩ ↑≡ ∆╢╟℮⌐⇔≡ↄ∞

↕™⁹ 

 

（２）校外活動など通常授業とは異なる状況での対応について 

≤│ ⌂╡ ≢ ה ╩ ℮ ⌐ ה ⅜ ⇔√ ─

⌐≈™≡⁸ │⁸ ─⇔⅔╡╛ ≢ ⌐ ⇔≡ ∆╢⁹ 
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◆ 緊急時引き渡しカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

קּ    ︡ ṇ  

    
צּ  

  

             

ẑ  

ṕ Ṗ     ṕ Ṗ ּק ︡ ṕ ḱ Ṗ 

ṕểṖ          Ḳ 

ṕỄṖ          Ḳ 

ṕễṖ          Ḳ 

ṕỆṖ          Ḳ 

ṕ Ṗּט ︢פּ נּ ךּףּ צּ ךּ כֿ טּצּ ḭֿפ שּ  Ӵךּאל
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◆ 地域・関係機関等との連携 

連携・協力支援の相手先・内容 

ה ה ─ ─√╘⁸ ⅛╠ ה ╩ ↑╢ ┘

│⁸⅔⅔╗⌡ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

連携する関係機関等 協力・支援を受ける事項、連携内容 

 ⌐ ∆╢ ה ⁸ ⌐ ∆╢ ≤

⁸☻♃♇ⱨ─ ⁸ ─ ⁸ ה

≤─ ⁸ ┼─ ⁸ ─ ⁸

ה ─ ⌐ ↑√  

─  ─ ⁸ ─ ⁸

─◘ⱳכ♩ 

 ─ ⁸ ─ ⁸ ─

⌐ ∆╢ ⁸ ─  

 ⌐ ∆╢ ⁸ ≤─ ⁸

┼─  

 ─ ⁸ ─ ⁸ Ɽ♩꜡⁸ꜟכ ┼

─ ⁸ ⌐⅔↑╢  

ה

 

─ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ⌐ ∆

╢  

ה  ─ ה ⁸ ה ─

ה ⁸ ⁸ ┼─  

ה  ─ ה ⁸ ─

⁸ ─ ⁸ Ɽ♩꜡⁸ꜟכ ─ ה  

─ ⁸

⁸Ⱳꜝfi♥▫▪  

─ ⁸ Ɽ♩꜡⁸ꜟכ ─ ─

≥╙ 110 ─ ⁸ ─ ≤

⁸  

⁸  ─ ⁸ ⁸◌►fi☿ꜞfi◓ 

─ ╛  ─ ╡⁸ ─ ─ ≥╙ 110 ─

⁸ ─ ≤ ⁸  
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◆ 避難所としての学校施設の利用方法 

 校舎 

│ ≤⇔≡ ⁸ │ ≤⇔≡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館 

ה  ─ 331mm ╕≢  

β√∞⇔ ─ 546mm│  

ה  

ה  
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◆ 津波避難計画 

（１）避難場所 

─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ╩ ╖≡ ─ ⅜⌂™≤ ⅎ╠╣╢ ⌐│⁸

│⁸ ∟⌐ ┼─ ╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

 

─ ╙⇔ↄ│₈ ∟≡↓⌂™⁸ ╣≡↓⌂™⁸ ⇔≡↓⌂™₉

 

 

 
◓ꜝ►fi♪ 

 

 

( 1)  

β√∞⇔⁸ ─ ╛ ─ ⁸ ─

⌂≥⅛╠⁸ ─ ┼─ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢ │⁸

⌐ ⇔⁸ ╩ ╢⁹ Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ─

⌐╟╡⁸ ⅜ ≤ ↕╣╢  

 

（２）避難経路 

╕≢─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

ₒ ╕≢ₓ 

β ⅛╠ ╕≢⌐⅛⅛╢ ─  

 

 ќ ќ◓ꜝ►fi♪ 

 ќ ќ◓ꜝ►fi♪ 

 

ќ ќ◓ꜝ►fi♪ 

ќ ќ◓ꜝ►fi♪ 

 

ќ ќ◓ꜝ►fi♪ 

 ќ ќ◓►ꜝfi♪ 

 

 

 

ₒ ╕≢ₓ 

β ⅛╠ ╕≢⌐⅛⅛╢ ─  

 

（３）避難誘導方法 

─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

ₒ ╕≢ₓ 
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 ̧ ─ ─◒ꜝ☻↔≤─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⅛╠ ⌐╙ ∆

╢⁹ 

 ̧ ─ ╩ ⇔√ ≢ ╩ ℮⁹ 

 ̧ ╟╡ ┘ ⌐≈™≡ ⌐ ↑╩∆╢⁹╕√⁸Ɽ♬♇◒⌐

⌂╠⌂™╟℮ ∟ ⅛∑╢⁹ 

 ̧ ╛ ⌐╟∫≡│⁸ ─ ⌐ ⅛╠ ╩ ∆╢↓≤

╩ ∆╢⁹ 

 ̧ ≢─ │ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

ₒ ╕≢ₓ 

 ̧ ⅛╠ ╕≢─ ─ ╩ ⅜

∆╢⁹ 

 ̧ ⌐ ╩ ╦⌂™╟℮⁸ ─ ┘ │ ╩ ≤∆╢⁹

⌐ √∫≡│⁸ ╛ⱷ●ⱱfi ╩ ⇔⁸ ≤ ⌐

╩ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ̧ ╟╡ ┘ ⌐≈™≡ ⌐ ↑╩∆╢⁹╕√⁸Ɽ♬♇◒⌐⌂

╠⌂™╟℮ ∟ ⅛∑╢⁹ 

 ̧ │⁸◒ꜝ☻ ⅛╠ ╣⌂™╟℮⁸ ⅜ ↄ⌂╡∆⅞⌂™╟℮⌐ ∆

╢⁹ 

 ̧ ⅜™╢ ⌐│⁸ ⌐ ⅎ≡№╢ ה ≢ ┬↓≤≤∆╢⁹ 

 ̧ ╩ ╡⌐ √ ╛ ⌐ ⇔≡⅝√ ≤≤╙⌐ ∆╢

╩ ∆╢⁹≤╙⌐ ∆╢≤⌂∫√ │⁸ ┼─ ה ╩ ╘╢⁹ 

 

 

校舎 

体育館 

 

Ö  Õ  Ø  ×  Ô  Ó  

˞ὡ  

ᵶἐ 

 

Ó  Ô  Õ  Ö  ×  Ø  

 

避難誘導担当者    学級担任 
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ₒ∕─ ─ ₓ 

 ̧ │⁸ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ⌂ ≢ ⌐ ╩ ⅝ ∆↓

≤╩ ≤∆╢⁹ 

 ̧ ⌐ ⇔√ ⁸ ≤ ∂ ≢ ╩ ╢⁹ 

 ̧ ╩ ⅞≡╙ ╩ ╘╢↓≤⌂ↄ⁸↕╠⌂╢ ─ ╩ ⌐

⅝ ╩ ↑╢ │ ╡ ⇔ ∆╢ ⁹ 

 ̧ ╙⁸ ⌐ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ⅜↑╢⁹╕√⁸ ⌐ ∆

╢⁹ 

（４）避難計画の報告 

│⁸ ╩ ⁸ ⇔⇔√ ⌐│⁸ ╩ ∂≡⁸ ⌐

∆╢╙─≤∆╢⁹ 
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◆ 避難訓練の実施 

（１）訓練計画の策定 

─ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ┘ ─ ⌐≈™≡│ ─

⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╖ ╦∑≢ ⇔⁸∕─ ─ ≤⇔≡⁸

┘ Ⱶ◘▬ꜟ⌐ ∆╢ │ ה╡№ ─ ≤∆╢⁹ 

⌐⁸ ╕≢ ⌐ ⇔≡⁸ ה ╩ ≤⇔

√ ה ┘ ⌐ ∆╢ │ ∏ ∆╢⁹∕─ ─ ⌐

≈™≡│⁸ ≡─Ɽ♃כfi╩ ⌐ ∆╢↓≤│ ≢№╢√╘⁸

≢ ∆╢⁹ 

˲ ˢ ˣẉόᴲ←χἩ ˳ 

ה     ─  

ᵑ №╡  

ᵒ №╡  
× 

№╡ 

× 

 

 

ᵑ ╟╡  

  ᵒ ⌐≡  
⌂⇔ 

ה №╡ 

╖  

※ ⌐ ─ │⁸ ה ה ≡⌐ꜟכⱪה ─◒ꜝ

☻⁸ ⌐╟╢ ─◒ꜝ☻╩ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

˲ζχ χἩ ˳ 

ה╡№  

Ⱶ◘▬ꜟ ה╡№  

⁸ ─ ⌐ ╦∑≡  

╕√⁸ ─ ™ ≢ ╩ ╢√╘─ ה ─ ה

⌐≈™≡ ◒ꜝ☻⌐≡ ∆╢↓≤≤⇔⁸ ─ │ ╩ ⌐ ™⁸№╠⅛

∂╘ ╘╠╣√ ╩∆╢↓≤⅜≢⅝╢↓≤╩ ≤⇔≡ ∆╢⁹ 

⌐⌂╢⌐≈╣≡⁸ ⌂⇔≢ ∆╢⁸ ≢│⌂ↄ ╖ ⌐ ∆╢⌂

≥⁸╟╡ ⌂ ≤⌂╢╟℮ ∆╢⁹∕─ ⁸ ─╟℮⌂ ╙ ╡ ╗⁹ 

 ̧ ♅ꜗ▬ⱶ ╩ ∆╢╒⅛⁸ ⅜⌂™╕╕ ⅜

∆╢ ╙ ∆╢⁹ 

 ̧ ה▫♥ꜞ▪ꜞ⌐ ╩╙√∑╢√╘⁸ ⌐ ─ ⁸

─ ╩ ∆╢⁹ ה ה ─ ⁸ ∟ ⇔

─ ∟ ⇔ ╩ ⌐ ℮⁹ 

 ̧ ⅝ ⇔ ─ ⌐│⁸ ⌐ ─ ╩ ≤≤╙⌐ ℮╟℮

⌐ ⇔⁸₈ ⅝ ⇔ ╡ ♩כ◦╡ ↑ ₉⌐╟╡ⱨ▫כ♪Ᵽ

♇◒╩ ╢⁹  
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（２）家庭と連携した訓練の実施（情報伝達・引き渡し訓練） 

≤ ⇔√ ≤⇔≡│⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

４月中旬  ̧ ｅライブラリ（一斉メール配信システム）を用いた情報伝達訓練を実施

する。 

※教職員のメール送信方法確認・保護者のメール受信確認を兼ねる。 

5 月  ̧ 全校一斉引き渡し訓練を実施する。 

 ̧ 多くの保護者が参加しやすいように配慮する。 

 ̧ ｅライブラリで引取り依頼のメールを一斉送信した上で、「緊急時引き

渡しカード」を使って引渡しをする。 

（３）地域や関係機関と連携した訓練の実施 

≤─ ⌐ ∆╢ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸↓─ ⌐

─ ≤─ ╩ ∆╢⁹№╦∑≡⁸ ה ⌐≥─╟℮⌐

⅜ ╦╢⅛⌐≈™≡ ─ ≤ ה ∆╢⁹ 

╛ ─ ⌐ ─ ⌐ ⇔≡╙╠™⁸ ⌐

ה ⇔≡╙╠℮↓≤╙ ∆╢⁹ 

（４）訓練後の留意点 

⌐│⁸ ─ ⅜ ╘╠╣╢╟℮⁸₈ ╡ ♩כ◦╡

↑ ₉╩ ™≡ ⌐≈™≡╙╟ↄ ∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ┘ Ⱶ◘▬ꜟ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡│⁸

⌐ ⌐↕∑╢↓≤─⌂™╟℮⁸ ⌂ ╩∆╣┌ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢↓≤╩

⌐⇔∫⅛╡≤ ⅎ╢⁹ ⌐ ⌂ ∟╩ ≈ ⅜™√ כ◒☻⁸│⌐

ꜟ◌►fi☿ꜝכ ≤ ⇔⁸ ∆╢⁹ 

  



 

57 

◆ 教職員研修 

（１）教職員向け校内研修計画 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⌐

∆╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ↑≡⁸ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

─ ┘ │⁸ ╩ ≤⇔⁸ ─ ⁸

⌐╟╢ ⁸ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ╩ ⅎ√ ⌐ ∆╢√╘─ ─

╕≢⁸ ⌐ ─ ╩ ╢╙─≤⇔⁸ ╛ ─

⁸ ─ ⌐╟╡ ∆╢⁹ 

  ̧ ┘ ─  

 ̧ ה ─ ┘ ™  

 ̧ ─ ™  

  ̧ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╖ ╦∑  

β ─Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ┘∕─ ╩ ⅎ╢ ⅜

∆╢ ⅜№╢↓≤ ─ ╩ ╗⁹ 

 ̧ ⌐≡ ╩ ╗  

 ̧ ─  

 ̧ ─♃▬ⱶꜝ▬fi  

 ̧ ₈ ─√╘─ e-ꜝכ♬fi◓₉ 

β ⅜ ☻כ◖╢⌂≥ ─ │ ⌐ ∏   

 ⇔⁸₈ ₉╩ ⌐ ∆╢⁹ 

  ̧ ה ╡ ╡  

 ̧ ─◔▪  

10 12   ̧ ה ה ─ ╩ ┬  

 ̧ ─◦♫ꜞ○◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi 

 ̧ ┼─  

  ̧ ⁸  

 ̧ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ⇔ ⱪ♦▫☻◌♇◦ꜛfiכꜟ◓  

（２）職員会議での話題提供 

│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ─ ה ─√╘⁸ ─ ╩

∫≡⁸ ⁸ ≢ ⁸ ╟╡⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╛

⌐ ↕╣≡™╢ ה ה ─ ─ ⌐ ⇔≡ ⇔⁸

∆╢ ╩ ↑╢⁹ 

（３）校外研修等の活用 

│⁸ ה ⌂≥⅜ ∆╢ ⌐ ∆╢ ⌐⁸ ─

╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ה ─ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ─

─ ⌐ ╘╢⁹╕√⁸ ⅜ ≢ ╠╣√ ╩ ⌐ ─

≡─ ⌐ ה ∆╢╟℮⁸ ה ─ ╩ ↑╢⁹ 

─ │⁸ ─ ⌐ ⅎ⁸ ─ ⱳכ♃ꜟ

◘▬♩ https://anzenkyouiku.mext.go.jp/ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢

√⌂ ╩ ⇔≡⁸ ⌐ ה ∆╢╟℮ ⅜↑╢⁹ 
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◆ 安全教育 

（１）安全教育の目標と学校安全計画への位置付け 

⌐⅔↑╢ ─ ╩ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

⌐ ∆╢↓≤─ ↕╛⁸₈ ₉₈ ₉₈ ₉⌐ ∆╢

₁⌂ ─ ╛ ─ ⌐≈™≡ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╩

⇔ ╪≢ ⌂ ⅜≢⅝╢╟℮⌐∆╢≤≤╙⌐⁸ ╡─ ─ ⌐╙ ≢⅝╢

╟℮⌐∆╢⁹╕√⁸ ⌂ ⅜≢⅝╢╟℮⌐∆╢⁹ 

↓─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅜ ⌐ ∆╢ ה ╩ ⌐ ╗↓≤⅜≢⅝╢

╟℮⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩ ╡ ╣⌂⅜╠⁸ ─ ה ⌐ ∂√

╩ ⇔⁸ ─ ┼ ↑╢↓≤≤∆╢⁹ 

（２）生活安全、交通安全、災害安全に関する教育内容 

─ ⌐ ↕╣√₈ ⌐ ∆╢ ─ ₉╩ ⌐⁸ ⁸

⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ⁸ ╩ ⇔≡⁸

⌐ ╩ ∆╢⁹╕√∕─ ⁸ ╛ ⌐╟∫≡ ╠⅛⌐⌂∫√

⌐ ∆╢ ╩ ╡ ╖⁸ ╩ ∂≡ ⌐ ∆╢ ─ ה ╩

∆╢╟℮ ╘╢⁹ 

文部科学省「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」（平成 31年 3月） 

p.136～145 安全に関する指導の内容例 

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/mextshiryou/data/seikatsu03_h31.pdf 

（３）家庭や地域社会と連携した教育 

⌐ ↨⇔√ ┘⌐╟╡ ─ ⁸ ⁸ ─ ╩ ℮√╘⁸ ╛ ⁸

ה ≤ ⇔√ ╩ ∆╢⁹ ⌂ │ ─≤⅔╡⁹ 

ᵑ ≢ ℮ ⌐⁸ ה ─ ╩ ∆╢⁹ 

·  

▫♥ⱨכ☿ · ⌐ ╦⌂™√╘─  

ᵒ ⌐№╢ ⌐ ∆╢ ╛⁸ ╩ ∆╢⁹ 

· ≢─ ⇔ ─▬ⱬfi♩╩ ה ≤∆╢  

ᵓ ≢ ╩ ╢ ₁─ ⌐≈™≡⁸ ═√╡ ⇔√╡∆╢⁹ 

· ─ ─ ╩ ╢⁹ 

· ≥╙ 110 ─ ה ─ ╡ ⌂≥ Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ╢ 

ᵔ ─ ⱴ♇ⱪ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

· ⇔√ⱴ♇ⱪ╩ ⌐ ה ה ≤ ≢ ─ ╩∆╢⁹ 

ᵕ ≢ ↕╣╢ ⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ╛ ─ ╩ ╢ ⌐│⁸ ─ ╛⌡╠™⌐≈™≡

╩⇔⁸ ⌂ ╩ ╢↓≤⇔⁸№╦∑≡ ⌐│ ה ─ⱨ▫כ

♪Ᵽ♇◒╩ ╢↓≤≤∆╢⁹ 
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（４）安全教育の評価と改善 

─ ⁸ ─╟℮⌂ ⌂ ה ⌐╟╡ ╩ ℮⁹ 

評価方法 

 ̧ ┼─ ─ ╛  

 ̧ ┼─▪fi◔כꜟ◓╛♩כⱪ≢─ ⇔ ™─  

 ̧ ┼─▪fi◔כ♩ ⁸ ─ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒  

 ̧ ה ⅛╠─ ≢─ ─ ╟╡  

学習評価 

項目 
β ⁸

⁸

∕╣∙╣⌐

⇔≡ 

 ̧ ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ┘ ─ ⌐≈™≡ ≢⅝√

⅛⁹ 

 ̧ ┘ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ⌂ ה ⌐ ≠

ↄ ╛ ⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⅛⁹ 

 ̧ ─ ⌐ ╗ ₁⌂ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⌂ ╩ ╢≤

≤╙⌐⁸ ╠ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⅛⁹ 

 ̧ ─ ╩ ⇔⁸ ⌂ ≠ↄ╡─ ╩ ⇔≡⁸ ⁸

┘ ─ ⌐ ╪≢ ה ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⅛⁹ 

指導計画の 

評価項目 

 ̧ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╢⅛ 

 ̧ ─ ⅜ ╣≡™╢⅛⁹ 

 ̧ ─ ╛ ⁸ │ ≢№╢⅛⁹ 

 ̧ ≤─ ⅜ ╣≡™╢⅛⁹ 

 ̧ ─ ⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢⅛⁹ 

 ̧ ─ ╛ ⌐ │⌂™⅛⁹ 

 ̧ ⌐ ⌂ ה ⁸ ⅜ ↕╣≡™╢⅛⁹ 

 ̧ ╛ ─ ╛ ⅜ ╠╣≡™╢⅛⁹ 

≤≤╙⌐⁸ ─ ה ⌐ ∆╢ ⱥꜘꜞⱢה

♇♩ ╩ ╦∑≡ ⇔√ ≢⁸ ─ ╩ ⇔ ⌂ ─ ╩

╢↓≤≤∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

60 

◆ 傷病者発生時の対応 

（１）緊急連絡フロー 

╩ ∆╢⌂≥─ ⌐ ∂≡⁸ ┼ ∆╢↓≤⁹ 

Ǣ ŦŦŮ  á ŦŦť  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⁸ ─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─  
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 ☻ⱳכ♠ ☿fi♃⁸כ☻ⱳכ♠ Ɫfi♪Ⱪ♇◒ ╩  

ӷ
  

Ӷ
 

ӵ
  

 

ǡ
 

(J
S
P
O-
Ȣ
Ɇ
º
ȭ

-)
 

Ӷ
∙
ᵫ
ᶮ
ᶫ
ᶪ

ᶎ
 

ᶣ
ᵪ
ᶊ

ᶊ
ᵸ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

 

https://youtu.be/g2FZVArhb48
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◆ 近隣で犯罪被害につながる事案が発生した場合の対応 

（１）第一報による対応の判断 

│⁸ ─ ┼─ ╛⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⌂≥

─ ⌐≈⌂⅜╢ ─№╢ ─ ⌐ ∆╢ ╩ √ ⁸∕─ ╩

∆╢≤≤╙⌐⁸ ⅜ ⅛≥℮⅛╩ ∆╢⁹ 

β ⅜ ⌂ ─╟℮⌂ ⅜ ⇔≡™╢  

╩ ∫√ ⅜ ─ ↄ╩℮╤≈™≡™╢⁹ 

─ ⅜ ⌐ ╦╣◔●╩⇔√⁹ 

⅜ ─ ⌐ ╩ ↑ ╣ ╤℮≤⇔√⁹ 

─ ⅜ ╩ ╦╣√⁹ 

╛ ≢ ⌂ ⅜ ⇔⁸ ↕╣≡™⌂™⁹ 

∕─ ⁸ ⌐⅔™≡ ⅜ ╩ ↑╢ ⅜№╢⁹ 

（２）ケース別の児童・教職員の対応 

│⁸ ⌐╟╡ ⅜ ≤ ⇔√ ⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⁸

⌐ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 

⁸≡™⅔⌐☻כ◔─≡═∆⁸⅔⌂ ⌐ ⇔ ⱷכꜟ╩ ∂≡ ╛⅛⌐

ה ה ╡ ╩ ℮⁹╕√⁸ ─ ⌐ ⇔√ │⁸

⌐ ⇔≡⁸ ╩ ™√ ┼─ ╩ ℮⁹ 

    ☻כ◔

≢ ⅜ 

╦╣√ 
β ╩ ╦╣√⁸ ╦

╣≡◔●╩⇔√  

 

⁸ ⁸ ─₈ ≥╙ 110

─ ₉╛ ₈ ╡

₉≤∆╢⁹ ─℮∟⁸ ╙ ™≤

↓╤┼ ⁹ 

⌐ ╢ │ ⇔√

│ ќ ⇔⁹ 

 ̧ ─ ┼

 

 ̧ ─ 110

 

 ̧ ─  

⌐

─⅔∕╣⅜ ™ 

⅜™╢ 
β ≢⁸ ─

╩ ⇔√

⅜ ⇔⁸ ⅜

≢⅝≡™⌂™  

   ̧ ⌐≡ ה  

 ̧ ⌐ ∂≡

─    

 

⁸ ⁸ ╡ ─℮∟

╙ ™≤↓╤┼ ⁹ 

⌐ ╢ │ ⇔√

│  

 ̧ ─ ╩

⇔≈≈⁸ ⌂

│ ╩≤

∫≡ ─  

⌐ 

∕─ ─  

⅜™╢ 
β ≢⁸ ⌐╟

╢ ↑ ⅜

⇔√  

 ─ ╩ ™⌂⅜╠  

 ̧ ⌐≡ ה  

 ̧ ⌐ ∂≡

─  

 ─ ╩ ™⌂⅜╠   ̧ ⌐ ∂≡

─   ─ ╩ ™⌂⅜╠  
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（３）関係機関等との連携 

│⁸ ⌐⅔™≡ ─ ⌐≈⌂⅜╢ ─№╢ ─ ⌐

∆╢ ╩ √ ⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ╛⅛⌐ ┼ ⇔ ╩

╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂≡ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ∆╢⁹ 

≤─ ה  

ה  ⌐ ∂≡ ─  

 

 

┘ ─ ⌐ ∆╢ ה  

⌐⅔↑╢ ─  

 

 

Ɽ♩꜡כꜟ ─  

─ 110  

 ┘ ─ ⌐ ∆╢  

⇔ ┼─  

─ ╡  

Ⱳꜝfi♥▫▪ ┘ ─ ⌐ ∆╢  

─ ╡⁸ Ɽ♩꜡כꜟ─  

 

 

◆ 不審者が校内に侵入した場合の対応 

（１）第一発見者の対応 

│ ⌂ ⌐₈≥∟╠⌐↔ ≢∆⅛₉≤ ╩⅛↑╢⁹ ⅛↑⌐ ∂∏⁸

╩ ⇔≡™╣┌⁸₈ ≢⌂™ │⅔ ╡ↄ∞↕™₉≤ ⌐ ╢↓≤╩

⇔⁸ ⌐ ╣⌂™↓≤╩ ╡ ⇔ ⅎ╢⁹ 

↓─ ≢ ≤ ⇔⁸₈ủủ ⁸ ≡ↄ∞↕™₉ ≤ ↑╩ ┬⁹ 

 

（2）教職員と児童に不審者侵入を知らせる方法 

─ ╩ ™≡⁸ ↄ⌐™╢ ⅜ ⌐ ⅛™⁸ ─™╢ ⌐≠ 

↑⌂™╟℮⌐∆╢⁹╕√⁸ ⌐ ⅜ ⌐™╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

─ ⌐ ∫≡⁸ ⅜ ⁸ ⅜

⁸ ╕√│ ⅜ ⁸∕─ ─ ≢ ≤ ╩ ℮⁹

─ ⌐│⁸ ─ ╛ ╩ ⅎ╢≤≤╙⌐⁸ ⅛╠ ─╟℮

⌐ ╩ ╣╢⁹ 

β ⌐ ∆╢  

₈ ─ ↕╪⌐⅔ ╠∑⇔╕∆⁹ ה ה ≢ ╙╣

≢∆⁹∆←⌐ ┼ ╡╕⇔╞℮⁹ ╡ ∆ ₉ 

 

β ⌐ ∆╢  

 ₈ ─ ↕╪⌐⅔ ╠∑⇔╕∆⁹ ה ה ≢ ╙╣

≢∆⁹∆←⌐ ┼ ╕╡╕⇔╞℮⁹ ╡ ∆ ₉ 
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◆ 学校に犯罪予告・不審物等があった場合の対応フロー 

児  童 

児童 

児童 

児童 
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◆ 火災発生時の対応フロー 
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◆ 交通事故発生時の対応フロー 

ố  

ố  

ố Ň 
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◆ 大雨等が予想される場合の事前の臨時休業等の措置 

 

（１）防災気象情報等の収集 

│⁸ ⅜ ─ ╩ ↄ 17 ⌐⅔™≡⁸ᵑ ╕≢─₈

─ ₉ │ᵒ₈ ⌐ ╡ ⅎ╢ ⅜ ™ ₉─

™∏╣⅛⅜ ↕╣√ ⁸ ─ ╩ ╢╙─≤∆╢⁹ 

 ̧ ⌐ ⇔⁸ ─ ►▼Ⱪ◘▬♩╩ ™√ ─ ─

┘( 2)─ ⌐ ∆ ⅜ ↕╣√ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ה    

 

 ̧ ┘ ─ ≤ ╩ ╡⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

    
    

（２）臨時休業等の判断基準 

│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ≤⌂∫√ ⁸ ┘

≤ ה ⇔√ ≢⁸ ─ ╩ ∆╙─≤∆╢⁹ 

判断基準 対応 

 

─ ≢ ─™∏╣⅛─ ⅜ ↕╣≡™╢  
 ⁸ ⁸  
          
 ↕╣╢ ⅜  

 

─ ≢ ─ ה ⅜  │  

─ ה ⅜∆═≡  ⅛╠ ╩  

 
 

─ ה ⅜ ↕╣√  
₈ ⌐ ╡ ⅎ╢ ⅜ ™ ₉⅜ ↕╣√  

∟ ╡⁸
│ ⇔ 

（3）臨時休業等の連絡 

╩ ⇔√ ⌐│⁸ ╛⅛⌐ ⱷכꜟ ⇔ ┼ ∆╢≤≤

╙⌐⁸ ┼ ∆╢⁹ 

（4）授業打ち切り後の下校・引渡しの基準 

∟ ╡ ─ ה ⇔ │⁸ ─ ⌐╟╡ ∆╢⁹ 

─ ♫►◐ꜗ☻♩⁸ ♫►◐ꜗ☻♩⁸ ⌐╟
╡⁸ ≢ ₃ ⌐ ↕╣╢ ⅜₃₃mm  

≢ ה ה ⅜ ≡™⌂™ 
          

 

─ ♫►◐ꜗ☻♩⁸ ♫►◐ꜗ☻♩⁸ ⌐╟
╡⁸ ≢ ₃ ⌐ ↕╣╢ ⅜₃₃mm  

≢ ⅜  
⇔ 

 
⌐ ⁸  

 
 

 

基準を設定できず… 
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◆ 突発的な気象災害等の発生時の対応フロー（授業中） 
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◆ 地震発生直後の対応フロー（授業中） 

 

児童 

ῲ ̓ ᶀ̴ 
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◆ 国民保護情報が出された場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

74 

◆ 児童生徒の自殺未遂・企図・予告・ほのめかし等対応フロー 
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◆ クマ等の害獣対策のための対応フロー 
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◆ 安否確認 

（１）安否確認の判断基準 

│⁸ ─ ⌐ ∆╢ ⁸∕─ ≤ ⇔√ ⌐⁸ ⌐

⇔≡⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 安否確認実施基準（目安） 

在校中・ 

校外学習中 

＊事故・災害等の発生により、その場で身を守る行動（一

次避難）以上の避難行動を取った場合 

登下校中 

＊震度５弱以上の地震が発生した場合 

＊津波警報、大津波警報が発令された場合 

＊大雨等に関する５段階の警戒レベルのうち、レベル３（高

齢者等避難）以上が発表された場合 

＊光市内で突風・竜巻・雷による被害が発生した場合 

＊通学路上で、内水・河川の氾らん、土砂崩れ、その他の

災害による被害が発生した場合 

＊学区内で不審者等の情報が入った場合 

夜間･休日･ 

休暇中等 

（学校管理外） 

＊震度５弱以上の地震が発生した場合 

＊学区内で津波、気象災害、土砂災害等による大きな被害

（避難所が開設されるレベル）が発生した場合 

＊その他、学区内に多数の被害が同時発生（犯罪・テロ等）

した場合など 

（２）安否確認の役割分担・方法 

─ ה │⁸ ≤⇔≡ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

│⁸ ─ ⌐╟╡ ╩ ∆╢ ⅜ ה ⌂≥─√╘

⌂ ⁸ ∟⌐ ─ ╩ ∆╢⁹ 

   

 

 ─  
╩ 

™╢ 
ה  

 
 

  ╩ ™╢ 

 

 
 

⁸ⱷכꜟ ┼─  

 

╩ ⇔ ╩√≥╢ 

─ ה ⁸ ≥╙ 110

─ ⌂≥╙  

 

 

 

⅜ ∆╢ │⁸

─  

⁸ⱷכꜟ ┼─
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⌂⅔⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ┼─ ╢╟⌐ꜟכⱷה ⅜≢⅝⌂™

⌐│⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ╩ ╢⁹∕─ ⌐│⁸

⌐╟╡ ╛ ─ ה ⌂≥⅜ ∂≡™╢ ╩ ╕ⅎ⁸≢⅝╢∞↑ ⌂

╩ ™╢╟℮ ╘╢⁹ 

β ⅜ꜟכⱷה ⌂ ─  

♄▬ꜘꜟ 171 ⁸ Web171  
LINE⁸Facebook⁸Twitter ⌂≥  

∞∫√ ⌐│ⱷ⸗ ╩ ∆  
┼─  
─ ⌐╟╢ ┼─₈ ┼─ ₉ ┘⅛↑ 

ה  ►▼Ⱪ◘▬♩┼─ ה    ┼─  
ה  ┼─ ה    ⁸ ⌂≥┼─  
ה  ⅛╠─ ╩ ∂≡  

╕√⁸ ─√╘⌐ ⅜ ⁸ ⁸ ┼ ↄ ⌐│⁸ ─

╩ ╢↓≤⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ╘╢⁹ 

ủ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ≤⇔≡ ≢ ⇔⁸ │ ↑╢⁹ 

ủ ⌂≥ ╩ ⇔⁸ ⌐ ╩ ╣╢⌂≥⁸ ╩

ⅎ↕∑⌂™╟℮⌐∆╢⁹ 

（３）安否確認時に収集する情報とその集約方法 

─ │⁸ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

 安否確認の内容 

在校中・校外学習中 ＊負傷の有無 

登下校中 ＊負傷の有無    ＊自宅、家族の被災状況 

夜間･休日･休暇中等 

（学校管理外） 
「災害用生徒安否確認様式」に記載の事項 

⌐╟╡ ╠╣√ │⁸ ─≤⅔╡ ⁸ ∆╢⁹

安否確認担当 

安否確認担当 

安否確認担当 

安否情報 
集約担当 

＊全体情報集約 
＊負傷者、行方不明者等
の情報整理 

校 長 

集約結果 
報告 

光市教育委員会 

報告 
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◆ 災害用児童等安否確認様式 

児童安否確認様式 

    年    組     記入担当            

No.     
─  

↑⅜─  
─  ה
─  

⁸ 
 

  

1        

2        

3        

4        

5        

6        

7        

8        

9        

10        

11        

12        

13        

14        

15        

16        

17        

18        

β ╠╣√ │⁸ ⌐ ∆╢⁹
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◆ 下校・引渡しと待機 

（１）下校・引渡し・待機の判断 

ה ⅜ ⌐ ⇔√ ⌐ ⇔⁸ ─ ⅜

┼ ⇔≡⅝√ ╩ ╗ ⌐│⁸ ─≤⅔╡ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 ①事故・災害等に関する情報収集 

│⁸ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆ ⌂ ╩≢⅝╢ ╡ ⇔≡⁸

ה ─ ה ┘ ─ ⇔ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

ₒ ₓ 
♥꜠ⱦ⁸ꜝ☺○ 

⁸ ─  

►▼Ⱪ◘▬♩ 

►▼Ⱪ◘▬♩ https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/index.html ─ 

ה ─ ה   ─ ⅝  

ꜟ◒◐◐ה ⁸ ⁸  

─ https://www.river.go.jp/portal/#80 ─ 

ה ─ ה  ◐◐◒ꜟ ה ◐◐◒ꜟ  

      

      

⅛╠─  

⁸ ⁸∕─ ⅛╠─  

⁸ ⅛╠─  

⌐╟╢ ─  

 ②下校・引渡し・待機の判断 

│⁸ ⌐╟╡ ╠╣√ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐⁸

─ ה ה⇔ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⅜ ⌐ ╠╣⌂™⁸ ─ ⅜ ∑⌂™⌂≥⁸ ⅜№╢

│⁸ ─ ╩ ≤⇔√ ╩ ∆╙─≤∆╢⁹ 

  

─∆═≡─ ╩ √∆  

⁸ ⁸ ─ ⌂⇔ 

⌐ ∆╢ ─ ꜠ⱬꜟ─℮∟꜠ⱬꜟ

─ ⌂⇔ 

⁸ ─ ⌂⇔ 

⌐ ה ה ─ ⌂⇔ 

─ ╟╡ ⌐ ⌂⇔≤  

─ ⌐╟╡⁸ ─ ╖ 

      

 

 

β ⇔⁸ ≤─

⌐╟╡⁸ ה

⌐ ┼─

⇔╩ ℮↓≤≤⇔≡™

╢ ╩ ↄ 

─∆═≡─ ╩ √∆  

─  

⁸ ─ ⌂⇔ 

⌐ ∆╢ ─ ꜠ⱬꜟ─℮∟꜠ⱬꜟ

─ ⌂⇔ 

⅛╠ √ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐╦√

╢ ⌂ ─ │⌂⇔≤ ↕╣╢ 

┼─ ⇔ 

 

β ⇔⁸ ≢№

∫≡╙ ─

⅜ ⌐≢⅝╢≤

⌂∑⌂™ ╩ ↄ 
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─ ╖ 

─™∏╣⅛⌐ ∆╢  

│ ─  

⌐ ∆╢ ─ ꜠ⱬꜟ─℮∟꜠ⱬꜟ

─  

♫►◐ꜗ☻♩≢ ─  

─  

≢─ ╩ ∫√ ה ⅜

 

 

 

β ⅜ ⇔╩ ╘

≡ ⇔√ ╙⁸

╩ ⇔⁸

╩ ╘╢⁹ 

（２）下校 

│⁸ ─ ╩ ⇔√ ⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

ה  ה

 ה

 

ủ ─  

ủ ⱷכꜟ ⌐╟╢ ┼─  

ה ╩ ∆╢ ⁸∕─  

ה ╩ ∆╢ ⌂≥─ ⁸ ⇔  

ה ≢─ ╡  

─⧵ה ⁸ ⅛╠─  

ủ ─ ╡Ⱳꜝfi♥▫▪ ┼─  

ủ ⌐╟╢ ─ ╩  

ủ ┼─  

（３）保護者等への引渡し 

│⁸ ┼─ ⇔ ╩ ⇔√ ⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

ה  ה

 ה

 

ủ ⇔ ─  ќ ⌐ ╩  

⁸ │ ה ⌂≥⁸ ⌐ ∂≡  

ủ ⱷכꜟ ╩ ™√ ┼─  

ה ┘ ─  

ה ⇔╩ ∆╢ ⁸ ⇔ ⁸ ♪כ◌⇔  

ה ─ ⌐ ⇔⌂™  

β ⌂ ⁸ │ ⌐ꜟכꜟ ™⁸ ⌐ ⇔─√╘  

ủ ⇔ ⌐ ∆╢ ─  

ủ ┼─  

 

ủ ⇔ ⁸♪כ◌⇔ ⇔ ─  

ủ ╩ ⇔ ┼  

ủ ⇔√ ⅛╠ ⁸ ⇔╩  

ה ─♪כ◌⇔ ⁸ ─  

♪כ◌⇔ ─ ╡ ⌐│⁸ ↕⌂™  

ה ─ ⁸ ─  

ה ⇔─ ₈ ⇔ ה ₉╩  

ủ ∫≡™╢ ─  

∕─  
ủ ┼─ ⇔ ─  

ủ ⌐ ∂≡ ─ ⁸ ⁸ ⇔  
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（４）待機 

│⁸ ה ┼─ ⇔─™∏╣╙ ∑∏⁸ ∆╢≤ ⇔√

⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

ה  ה

 ה

 

ủ ⌐ ⇔≡⁸ ה ─ ╩  

ủ ╩  

 

  

β ─ ⅜ ≢⅝⌂™ │⁸ ⌐╟╠∏⁸

≢ ⌂ ╩  

─ ≤⇔≡ ∆╢ │⁸ ≤⇔≡ ⇔⌂

™  

ủ ⱷכꜟ ╩ ™√ ┼─  

ủ ה ⌐ ∆╢ ─  

⌐ ⅜ ∫≡™⌂™⅛╩  

β 1 ᵑ⌐ ∆ ⌐╟╡⁸ ⌐  

ủ ┼─  

ה ⇔ ╖ ה ה ─ ℮∟ ∕─

─ ה≡ ⅜ ⌂ ⁸ ┘∕─  

ה ⌐ ∂≡⁸ ה ה ─  

ủ∕─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╩  

ה ⁸ ─ ≤ ⇔ ╩  

ה ⁸∕─ ⌂ ─  

ה ╩ ⅎ╢ ┼─ ꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻⁸

╢╟⌐כ  

 ủ ⌐ ─  

∕─  ủ ─ ⌐ ™⁸ ⌂  

（５）校外活動中の対応 

│⁸ ⌐ ה ⅜ ⇔√ ⁸ ─

⌐ √╢ ╩ ∆╢ ≤ ה ─ ⁸ ─ ┘ ─

⇔ ⌐ ∫≡─ ⇔⁸ │ ≢─ ⇔ ╩ ∆╢⁹ ─

⌐╟╡⁸ ≤ ─ ≤─ ⅜ ╣⌂™ │⁸ ⅜

⌐ ╦╡⁸↓─ ╩ ∆╙─≤∆╢⁹ 

ה ⇔─ ⌐ ⇔≡│⁸ 1 ᵑ─ ≢ ╠╣√

┘ ⌐╟╢ ─ ╩ ⌐⁸ ᵒ─ ⌐ ∂≡⁸ ─

╩ ≤⇔√ ╩ ∆⁹ ⌐⁸ ⇔⌐≈™≡│⁸ ⅜ ╕≢

∆╢ ╩ ╕ⅎ⁸∕─ ⌐╙ ⇔≡ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

─ ≤ ⇔ ╩ ⇔√ │⁸ │⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

ה  ה

 ה

 

ủ ⇔─ ⇔ ─ ⌐ ∆╢ ╩

╕ⅎ⁸ ⇔ ─  

ủ ⱷכꜟ ╩ ™√ ┼─  

ה ⇔╩ ∆╢ ⁸ ⇔ ⁸ ♪כ◌⇔  

ה ─ ⌐ ⇔ ⌐ ⌂™  

ủ ⇔ ⌐ ∆╢ ─  

ủ ┼─  

⁸ 

 

ủ ⇔─ ⌐ ⇔√ ⇔ ─

⁸ ┼─  
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ủ ⇔ ⇔ ─  

ủ ─ ╩ ⇔≈≈⁸ ⇔ ┼  

ủ ה ⌐ ∆╢ ─  

ủ ⇔√ ⅛╠ ⁸ ⇔╩  

ה ─  

⇔ ─ ╡ ⌐│⁸ ↕⌂™  

ה ─ ⁸ ─  

ה ⇔─ ₈ ⇔ ה ₉╩  

ủ ┼─ ⇔ ─  

ủ ∫≡™╢ ─  
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◆ 被災児童等の保護者への対応 

（１）事故・災害等発生時の連絡 

│⁸ ה ⅜ ⇔ ⅜ ⇔√ ⁸ ╠ │ ─ ⌐

⇔≡⁸ ─ ⌐ ─≤⅔╡ ╛⅛⌐ ╩ ╣╢⁹ 

ủ ה ─ ⁸≢⅝╢∞↑ ╛⅛⌐ ∆╢⁹∕─ ⁸

─ ⁸↑⅜─ ⁸ ה ─ ⌂≥⁸ ≤∆╢

╩ ⇔√ ≢⁸ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╛ ─ ⁸ ─ ⌂≥⁸№╢ ─

⅜ ≢⅝√ ≢ ∆╢⁹ 

 

（２）担当窓口の指名 

│⁸ ה ⅜ ⇔ ⇔√ ─ ⌐ ∆╢√╘⁸ ה

─ ≤⌂╢ ╩ ─≤⅔╡ ∆╢⁹ 

ה ─   

 

⌐ ∆╢ ⅜ 30 ─ ╛  

∕─ ⁸ ─ ה ⅜ ∆╢⌂≥

⌂ ה  

 

 

∕─ ─ ה   

√∞⇔⁸ ─ ⅜ ה ⌐ ⇔√ ≢№╢ ⁸ │

─ ⅛╠ ⌐ ⅜№╢⌂≥ ─ ⅜№╢ │⁸ ─ ╘⌐

╟╠∏ ─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 

╕√⁸ ─ ⅜ ⇔√ ⁸ ╙ ⇔√ ⌂≥⁸ ─ ≢│

─ ⌂ ⅜ ⇔√ ⌐│⁸ ╛⅛⌐ ⌐ ╩ ⇔⁸

∕╣∙╣─ ה ⌐ ה ╩ ℮ ╩ ∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ┼─ │ ⌐ ℮ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸ ⌐

╟╡ ⅜ ∆╢ ⌐│⁸ ⌂ ≤ ⅞╩ ℮╙─≤∆╢⁹ 

 

（３）対応上の留意点 

╩ ⇔√ ─ ┼─ ⌐ √∫≡│⁸ ─ ⌐ ∆

╢╙─≤∆╢⁹ 

ủ ─ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌂ ╩ ⅜↑╢⁹ 

ủ ⌐ ∆╢ ╩⁸≢⅝╢ ╡ ⌐⁸⅛≈ ⌐ ⅎ╢⁹ 

ủ ─ ⅜ ∆╢ │⁸ ≢⅝╢ ►◌ꜟכ◒☻⁸≡⇔≥

fi☿ꜝכ♁ꜟכ◒☻⁸כ◦ꜗꜟ꞉⁸כ◌כ∕─ ─ ה ╩

™⁸ ה ⅜ ↑╠╣╢╟℮⌐∆╢⁹ 
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ủ ה ─ ⌐ ∂≡⁸ ─╟℮⌐ ⌂ ╩ ℮⁹ 

 ⌂≥ ─ ⅜ ⇔√ │⁸≢⅝╢

╡ ⅛≈ ⌐ ╩ ™⁸ ⅜ ╡

√ ╩ ⌐ ⅎ╢⁹ 

─ ⌐≈™≡ ⅎ╢⁹ 

 ─ ┘ ⌐≈™≡⁸ ∆╢⁹ 

─ ╡╕≤╘⌐ ╩ ∆╢ │⁸ ⌐

∂≡ ╩ ℮↓≤≤⇔⁸ ─ │

⅛╠ ╩ ≤∆╢⁹ 

─ ┼─ ⌐≈™≡ ⇔⁸

─ ╩ ∆╢⁹ 

 ─ ⅜ ∆╢

─ ה ╛⁸ ─ ⌐⁸

⌐ ∂≡ ∆╢⁹ 

ủ ┼─ ⁸ ⌐╟╢ ─ ┼─ ⁸ ⌂≥╩

∆╢ │⁸ ⌐≈™≡ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ╩ ⇔≡™√∞

ↄ⁹ ⌐⁸ ⁸ ⁸ ─ ⁸ ⌐ ∫√ ⌂≥⁸ⱪꜝ▬Ᵽ◦כ⌐

╦╢ ⌐ ⇔≡│⁸ ─ ╩ ∏ ∆╢⁹ 

ủ ⅜ ⇔√ │⁸ ⌐ ─╟℮⌂ ⌐ ∆╢⁹ 

ה ─ ─ ╩ ─ ⁸ ≤⇔≡ ╛ ┼─ ╩

╘╢⁹ 

ה ─ ⅜ ≤─ ╦╡─ ╩ ╘╢ │⁸ ─ ─

∟⌐╙ ⇔≈≈⁸◒ꜝ☻⌐ ╩ ╢⌂≥─ ╩∆╢⁹ 

ה ─ ─ ╩ ─ ⁸ ⌂≥ ┼─ ⌐≈™≡

╙ ∆╢⁹ 

ủ ─ ⅜ ⇔≡™╢ │⁸∕─◘ⱳכ♩╩ ℮⁹ ⅜

⌐ ⇔≡™╢ │⁸ ≤ ⇔≡◘ⱳכ♩╩ ℮⁹ 
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◆ 児童等、保護者への説明 

│⁸ ה ⅜ ─ ⌐ ∆╢≤ ↕╣╢ ⁸ ┘

⌐ ⇔≡∕─ ╩ ∆╢ ╩ ↑⁸ ⌐ ≠ↄ ∫√ ╛ ─

⌐ ╘╢⁹⌂⅔⁸ ╩ ∆╢⌐ √∫≡│⁸ ⌐ ─

⌐ ⇔≡ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐≈™≡─ ╩ ╢⁹ 

ₒ ה ┼─ ╩ ∆╢ ה ─ ₓ 
 

⌐ ∆╢ ⅜ 30 ─ ╛  
─ ה ⅜ ∆╢⌂≥ ⌂ ה  

∕─ ⁸ ♩♇Ⱡכ♃fi▬ה ╩ ∂≡⁸ ה ⅜ ∆╢
⅜ ™≤ ⅎ╠╣╢ ה  

（１）児童への説明 

⌐ ⇔≡│⁸ ─ ⁸ │ ה ↔≤─ ╩ ™⁸ ה

─ ╩ ∆╢⁹ 

∕─ ⁸ ─◔▪⌐ ⇔⁸ ⌐ ◦כ♁ꜟכ◒☻⁸כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻≡∂

ꜗꜟ꞉כ◌כ─ ה ╩ ↑╢⁹ 

（２）保護者への説明 

⌐ ⇔≡│⁸╕∏ ⌐≡ ⇔√ ≢⁸ ⌐ ∂≡

╩ ∆╢⁹ 

ₒ ≡ ─ ₓ 

ủ ה ─ ⇔√ ─  

ủ ה ─ ⌂≥ 

ủ ─  

ủ ─◔▪ ⌐ ∆╢  

ủ∕─ ⁸ ≤ ⅎ╠╣╢  

ₒ ⌐⅔↑╢ ₓ 

ủ ה ─ ⁸ ⁸ ⁸   

ủ ┼─ ∕─ ─ ⁸ ≤─   

ủ ─ ─◔▪⁸ ⁸ ⁸ ≤─   

ủ ┼─ ≢─ ⁸ ─   

⌂⅔⁸ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ┘ ≤ ─

⁸ ∆╢ ⅜ ⌂ ╡ ≢⅝╢╟℮⁸∕─ ⌐≈™≡ ∆╢

≤≤╙⌐⁸ ≢⅝⌂⅛∫√ ┼─ ⌐≈™≡╙ ∆╢⁹ 
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◆ 報道機関への対応 

（１）対応窓口の一本化 

│⁸ ┼─ ⅜ ≤ ↕╣√ ⁸ ⌐ ⇔⁸

ה ─™∏╣⅜ ≤⌂╢⅛⌐≈™≡ ∆╢⁹ ─ ⁸ ⌐≡

∆╢↓≤≤⌂∫√ │⁸ ⅜ ≤⌂╡⁸ ─ ╩ ╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⅜ ה ─ ⌐ ∆╢ ⅜№╢ ⁸ ─ ┼─

⅜ ≤⌂╢⌂≥ ≢─ ⅜ ⌂ │⁸ ⌐ ╩

∆╢⁹ 

（２）報道機関への対応上の留意点 

ủ ⌂ ─ ⁸ ⌂≥⌐ ⇔≈≈⁸ ⌐ ∆╢
⌂ ╩ ∆╢⁹↓─√╘⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

ה ⌂ ╡⁸ ה ⌂≥ ה ┼─ ⌐ ╦∫√ ─
╩ ⇔⁸ ╩ ℮⁹ 

ה ⌐ ─ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐≈™≡─ ╩ ╢⁹ 
ה ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╩ ℮⁹ 

ủ №╢ ╩ ∂≡⁸ ─ ╛ ─ ⅜ ↄ ╛
⌐ ⅎ╠╣╢↓≤╩ ╕ⅎ⁸ ≤ ≤─ ה ⅜ √╣╢╟

℮⁸ ⌐│ ╩╙∫≡ ∆╢⁹ 

ủ ⌂ ↔≤⌐ ∆╢ ─ ה ⌐ ⅜ ∂⌂™╟℮⁸
⌂ ⌐ ╘╢⁹↓─√╘⁸ ┼─ │⁸ ≤⇔≡ ╡╕≤╘⁸
↓╣╩ ∆╢≤≤≤╙⌐⁸ ⌐ ↕╣√ ╩ ⅝ↄ ⅎ╢ ⌐≈
™≡ ─╖⌐ ∆╢↓≤─⌂™╟℮ ∆╢⁹ 

ủ ┼─ ─ ⌐╟╡ ⌐ ⅜ ∂╢⅔∕╣─№╢
│⁸ ⌐ ⇔≡─ ╩ ≤⇔≡ ⇔⁸ ┼ ╩

∆╢⁹ 

₄ ⌐ ∆╢ ₅ 
ה  ─ ∟ ╡ ⁸ ה  
 ⁸ ┼─ ⁸ ─  
 ─ ─   ⌂≥ 

ủ ─ ≤ ╩ ↑╢ ⌐│⁸ ⁸ ⁸
⌂≥ ╩ ⇔⁸ ≤≤╙⌐ ╩ ∆⁹ 

ủ ⌂ ┼─ ≢ ⅜ ∂⌂™╟℮⁸ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

ה ─ ╣√ ─╖╩ ⅎ⁸ ╛ ⌂ ╩ ═╢↓≤│ ↑╢⁹ 
ה ⇔≡™⌂™↓≤⁸ ⌂↓≤│⁸∕─ ₈ ≢│╦⅛╠⌂™₉
╩ ⌐ ⅎ╢⁹ 

ה ╕∫≡™⌂™↓≤⁸ ⅎ╠╣⌂™↓≤│⁸∕─ ╩ ≤≤╙⌐ ∆╢≤
≤╙⌐⁸ ≢⅝╢ ─ ╖ ╩ ∆⁹ 

ה ⌐ ╡⅜№∫√↓≤⅜ ⇔√ │⁸ ∟⌐ ⌐ ╩ ⇔ ╢⁹ 

ủ ─ ─ ⅜№╢ │⁸ ≤ ─ ⁸∕
─ ╩ ↑≡⁸ ה ╩ ╘√ ╩ ℮⁹╕√⁸ ⅜ ∆╢
│⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 
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◆ 教育活動の継続 

（１）事故・災害等発生後の臨時休業・臨時登校等の措置 

 ①事故・災害等発生後の臨時休業の判断 

│⁸ ─ ⌐ ≡│╕╢ ⁸ ≤ ─ ⁸ ─

⌐≈™≡ ∆╢⁹ ╩ ⇔√ │⁸ ⌂ ╩ ™≡∕─ ╩

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ┼ ∆╢⁹ 

ₒ ─ ₓ 

─ ⇔⁸ ─ ⅜ ≢№╢ ╩ ↄ  

ה ⌐╟╡⁸ ⌐ ⅜ ↕╣╢⌂≥⁸ ⌐ ⅝⌂ ⅜

√  

∕─ ⁸ ה ⌐╟╡ ⅜ ≤ ╘╠╣╢  

 

ₒ ─ ┼─ ₓ 

ⱷכꜟ         

►▼Ⱪ◘▬♩┼─    ┼─  

┼─    ⁸ ⌂≥┼─  

⅛╠─ ╩ ∂≡  

 ②臨時登校の実施 

│⁸ ⅜ ∆╢≤ ╕╣╢ ⁸ ⌐ ∂≡⁸

≤ ─ ⁸ ⌂ ה ╩ ⌐₈ ₉╩ ↑≡

╩ ∆╢⁹ 

ₒ ─ ₓ 

⌂ ⁸ ⌂ ─  

─ ─ ה  

─ ה ⌐⅔↑╢ ─  

 

ₒ ─ ₓ 

─ ⁸ ─ ╩ ™⁸ ╩  

─ ⌐╟╡⁸ ─ ╙  

ꜝ▬ⱨꜝ▬fi ⁸ ⁸♩▬꜠─ ╩  

─ ╩  

     

⌂⅔⁸ ⌐ ⇔≡│⁸ ᵑ≢ ⇔√ ⌂ ╩ ™≡⁸ ┼─

╩ ℮⁹ 
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（２）学校教育の再開に向けた被害状況調査 

│⁸ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ⌐ ↑ ─

╩ ⇔ ╡╕≤╘╢≤≤╙⌐⁸ ⌂ ╩ ∂╢⁹ 

ה ─ 

 

⌐ ⇔√ ≢ ╠╣√ ╩ ⌐ ⌐

∂≡ ⌂ ╩ ™ ─ ╩ ╡╕≤╘╢⁹ 

┘∕─ ─ ⁸ ─  

┘∕─ ─ ⁸ ─  

─ ⁸ 

─  

─ ה ⌐≈™≡ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌂ ╩ ∂╢⁹ 

ה ─ ┘ ─ ה↑  

β ─ ⌐ ⅎ⁸ ╩ ⇔≡ ⁸ 

 ⌐ ╩  

ה ⁸ ─ ≤

⌂  

ה ─ ≤ ⌂  

ꜝ▬ⱨꜝ▬fi ⁸ ⁸ ─  

─ │⁸ ⁸Ⱪ꜠כ◌כ ╩  

ה ⌐≈™≡⁸ ╩ ⁸

╩  

⌐ ⇔⁸ ╩  

ה ⌐╟╢ ─ │₈ ₉ ⁸ 

 ─ ה  

ⱨꜝ▬fi▬ꜝה ⌐╟╢ ה  

 

ה  

─  

─ ─√╘⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─

⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

┘ ─ ⁸  

 

（３）応急教育に係る計画の作成 

│⁸ ─ ╩ ⌐⁸ ≤ ה ⇔≡⁸ ─ᵑ₩ᵔ

╩ ⇔⁸ ╛ ─ ⌐ ⇔√ ⌐ ╢ ╩ ∆╢⁹⌂⅔⁸ ─ ⌐

√∫≡│⁸ ⁸כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻⁸ ≤ ⇔⁸ ─ ─ ⌐

∆╢⁹ 

 ①教育の場の確保 

─℮∟ ⅜ ↕╣√ ╩ ™╢╒⅛⁸ ⌐ ∂⁸ ⁸

∕─ ─ ─ ⁸ ─ ⌂≥╩ ∆╢⁹ 

β ─ ⁸ ─ │ ↑√ ╩ ⁹ 

⌂⅔⁸ꜝ▬ⱨꜝ▬fi ⅜ ╕╣⌂™ │⁸ ♩▬꜠⁸ ה

╩ ∆╢⁹╕√⁸ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ┼─ ⁸

─ ⌐≈™≡╙ ∑≡ ∆╢⁹ 

 ②教育課程等の再編成 

╩ ╕ⅎ⁸ ⌐ ∂≡ ─ ╩ ╢⁹ 

ủ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥  
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ủ  

ủ ─  

ủ ─ ה  

ủ ─ ─ ╛ ─ ⌂≥  

ủ ┼─ ╩ ™√ ⁸ ⌂≥  

 ③避難所運営との調整 

⅜ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢ ⁸ ─ ⌐ ↑≡⁸

≤ ╩ ™⁸ ─ ⌐≈™≡ ה ∆╢⁹ 

ₒ ≤─ ₓ 

─╒⅛⁸ ⌐ ™╢ ─  

≤ ─ ╩≢⅝╢∞↑  

ꜟכꜟ ⁸ ה ─ ⁸∕─  

     

     

 ④教育活動再開時期の決定・連絡 

─ ╩ ⇔≈≈⁸ ≤ ─ ⁸ ─ ╩

∆╢⁹ 

ₒ ⌐⅔↑╢ ₓ 

─  

─ ⌂≥ ─  

ꜝ▬ⱨꜝ▬fi ⁸꜠▬♩ה ⁸  

─  

≢⅝╢ ⌂≥⁸ ─ ─  

⌂ ⁸ ⌂  

≤⇔≡─ ─         ⌂≥ 

╩ ⇔√ │⁸ ᵑ⌐ ⇔√ ⌂ ╩ ™≡⁸

ה ┼─ ╩ ℮⁹ 

（４）被災児童への支援 

 ①教科書・学用品等の確保 

│⁸ ─ ⌐ ⅜ ∂⌂™╟℮⁸ ─≤⅔╡ ה ─

⌐ ╘╢⁹ 

ủ ─ ⁸ ╩ ∂≡ ╠╣√ ה ─ ⌐

∆╢ ╩ ╡╕≤╘⁸ ╛⅛⌐ ┼ ∆╢⁹ 

⅜ ↕╣√ │⁸ ─ ⅜ ↕╣╢√╘  

ủ ⁸ ⌂ ה ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⅎ╢ ─ ⌐╟╡

∆╢⁹ 

ủ ⅜⌂™ ┼─ ─√╘⁸ ⌐ ∂⁸꞉כ◦◒כ♩ ╩ ∆╢⁹ 

 ②就学の機会確保 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ה ⌐╟╡ ⇔ ⅜ ⌂ ─

⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸∕─ ╩ ╡╕≤╘⁸ ⌐ ∆╢⁹ 
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 ③避難・移動した児童、転出する児童への対応 

│⁸ ⌐ ⇔≡⁸ ה ⌐╟╡ ה ⇔√ ┘ ∆

╢ ⌐≈™≡⁸ ─≤⅔╡ ∆╢⁹ 

ủ ה ⇔√ ⌐≈™≡⁸ ⌐╟╢ ה ⌂≥╩ ™⁸

┼─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ⇔√ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≤ ╩ ™⁸ ─◔▪ ⌐≈™≡

⌐ ∆╢⁹ 
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◆ 避難所運営への協力 

（１）避難所開設・運営支援の基本方針（本校の果たす役割） 

⌐ ⅜ ↕╣√ ⁸ │⁸ ─ ┘ ─ ה

─ ╩ ≤⇔≈≈⁸ ≤⇔≡ ─ ה ⌐

∆╢⁹ 

（２）避難所開設・運営支援の実施事項 

⌐ ⅜ ↕╣╢ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⁸ ┘

≤ ⇔≡ ℮⁹ 

₃ ≤⇔≡─ ─ ⁸ ─  

₃ ⌐ ╘√ ≤⇔≡─ ─ ⌐ ≠ↄ

☻Ɑכ☻─ ⁸∕─ ☻Ɑכ☻─  

₃ ╟╡ ↕╣√ ┼─  

₃ ─ ┼─ ה  

 

│⁸ ╟╡ ⌐ ╩ ∆╢ ─ ╩ ↑√ ⁸

─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ╩ ℮⁹⌂⅔⁸ ⅜ ╩ ⅎ

≡ ⌐ ↕╣╢ │⁸ ╩ ≤⇔≡ ─ ╩

∆╢╟℮ ∆╢⁹ 
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◆ 児童等の心のケア 

（１）心身の健康状態の把握 

│⁸ ה ⅜ ⇔√ ⁸ ⇔√ ┘ ה ─ ⌂≥⌐

╟╡ ─ ⌐ ╩ ↑╢ ⅜№╢ ⁸₈ ₉≤∆╢⁹

⌐≈™≡⁸ ⌐ ─ ╩ ⇔≡⁸∕─ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ₈ ─ ₉╩ ™⁸ ─ ╩

∆╢⁹╕√ ⌐ ∂⁸ ≤ ╩≤∫≡ ─ ⌐≈™≡ ╩

℮⁹↓╣╠─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⅛╠─ ⅛╠ ⌐₈ ₉╩

⇔⁸ ─ ⁸ ╕≢ ╩ ╘╢⁹ │⁸ ╩ ─ ⁸₈

─ ₉≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⅛╠ ↕╣√ ⁸ ┘ ╩ ╣╢ ─ ╩

⌐⁸ ⌂ ┘ ─ ╩ ה ⇔⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ∕─ ─ ⌐≈™≡ ↄ ⇔⁸ ⅝ ╩

┘ ⌐ ∆╢⁹ 

（２）トラウマ反応への対応 

♩ꜝ►ⱴ╩ ⇔√ ⌐│⁸ ─╟℮⌐ ה ה ה ⌐ ₁⌂

⅜ ╣╢⁹ 

 
ừ ה ה╡ ℮≈  ừ ה ∟╚╪ ╡  

ừⱨꜝ♇◦ꜙⱣ♇◒   ừ ─ └     ừ    

 
ừ ∟ ⅝⅜⌂™    ừ▬ꜝ▬ꜝ      ừ ─  

ừ ה  ừ ה    

 
ừ ⅝ ℮⅔ה     ừ ה ⌂≥─ ─ ╖ 

ừ⅛╝╖⌂≥─    

 
ừ ╛ ─     ừ     ừ ─  

ừ ₁⌂ ♩ꜝⱩꜟ   

 ừ        ừ ╣ 

⁸ ™☻♩꜠☻⌐↕╠↕╣√↓≤─№╢ ⌐♩ꜝ►ⱴ ⅜ ╣√

│⁸ ─ ⌐ ⇔≡ ∆╢⁹ 

Ẽ ╛⅛⌐ ─∕┌⌐ ╡ ℮⁹ 

Ẽ₈ ⌂ ─ ⌐│⁸↓─╟℮⌂ ⌐⌂╢↓≤⅜№╢↑╣≥ ⌂↓≤∞

╟₉⌂≥≤ ⅎ╢⁹ 

ќₒ ⌐ ⇔≡ₓ ─ ™ ╛ ╛ ╙ ╗ ⌐ ╩ ↑⁸ ╛

⌐│ ⅜ ≢⅝╢ ≢⁸ ─ ╩ ∆╢⁹√∞⇔⁸ ─

∟╩ ╡ ╡⅝™√╡⁸№╕╡⌐╙ ⌐ ⇔∆⅞√╡∆╢─│ ≢

№╢⁹ 

ќₒ ─ ⌐ ⇔≡ₓ ─ │⌂™─⌐⁸ ╛ ╩ ™ ⇔≡ ─

∟ ™⁸⅔℮ ⁸ ⅜ ™⁸⅔⌂⅛⅜ ™⁸ ⇔™⌂≥ ╩ ⅎ╢

╙№╢⁹ ⅜ ⌐⌂╢╟℮⌐⁸↕∆∫√╡⁸ ╘√╡⁸ ╩┤™√╡⁸ꜞꜝ◒☿

╩fiꜛ◦כ ⇔⁸∕─ ⅜ ⌐⌂╢╟℮⌐⇔≡№→╢⁹ 
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ќₒ ╠⌂™↓≤ₓ ≢№╢≤⅝⌐⁸ │┤∞╪≢⅝≡™√↓≤⅜≢⅝⌂

ↄ⌂∫√╡⁸ ∫≡⇔╕∫√╡∆╢⁹∕╣⌐ ⇔≡ ╠╣╢≤⁸ ⅜ ⇔≡

⇔╕℮⁹↓─╟℮⌂ ─ │⁸ ⅜ ⇔≡╙₈↑⅜│⌂⅛∫√ ₉₈

∞╟₉⌂≥⌡⅞╠™─ ╩⅛↑≡⁸ ⇔≡™╢↓≤╩ ⅎ╣┌ ™⁹ 

₈ ⌐⅔↑╢ ─ ─◔▪ ◘▬fi╩ ↕⌂™√╘⌐ ₉ 26 3  

（３）心のケア体制の構築 

│⁸ 1 ⌐ ≠⅝ ≤ ╘╢ ⌐│⁸ ─≤⅔╡₈ ─◔▪ ₉╩

∟ →⁸ ⌐ ∆╢ ─◔▪ ╩ ∆╢⁹ 

─◔▪  

                  

        

 ─  

ₒ ⌐ ∂⁸ ─ ╙ ∆╢ₓ 

 כ◌כ꞉ꜟꜗ◦כ♁ꜟכ◒☻  כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻ 

  

 ה

 

─ ⌐ ∆╢ ─ ה  

⁸ ⁸ ─ ⁸ ─

⌐╟╢ ─ ⁸⌂≥  

ה▪◔ ─ ◔▪⁸  

⅛╠─ ─  

─ ה▪◔ ─  

─ ─ ה  

┼─ ⁸ ↑ ─  

 

（４）関係機関等との連携 

│⁸ ─ ─◔▪╩ ∆╢⌐ √╡⁸ ⌐ ∂≡⁸ ─

ה ⌂≥⁸ ─◔▪⌐ ∆╢ ≤─ ╩ ╢╙─≤∆

╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⌂≥ ─ ╩ ∆╢ ⌐│⁸ ┘∕─

⌐ ⇔⁸∕─ ╛ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ╩ ╢╙─≤∆╢⁹ 

  



 

94 

◆ 危機発生時の健康観察様式 

事故・災害等発生時の健康観察様式 
 

      年     組     氏名                （記入日：            記入者：           ） 

 

≡│╕╢ ⁸  ה
⌐ủ ╩   

 
 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

─

ⅎ 

⅜⌂™       

╣⌂™       

⅜ ™⁸℮≤℮≤∆╢ ≡      

─ ╖ ⅜ ™⁸⅔⌂⅛⅜ ™⌂≥        

⅝ ⅜∆╢       

╩⇔≡™╢       

⅜⅛╝™       

⌐ ╡√ↄ⌂™       

⌐ ⅝√ↄ⌂™       

™↓≤╛ ⅜№╢       

↕
╣
╢

 

∟ ⅝⅜⌂™       

╓╪╛╡∆╢↓≤⅜ ™ ≡       

▬ꜝ▬ꜝ⇔≡™╢ ≡       

⅜⌂ↄ⁸ ⅜ ⇔≡™╢       

Ɫ▬♥fi◦ꜛfi≢№╢       

╡ ↕⌂ↄ⌂∫√       

⌐ ⌐⌂╢       

⅜ ∫√╟℮⌐ ⅎ╢↓≤⅜№╢ ≡       

↓∞╦╡⅜ ↄ⌂╢       

─ ⅜ ⅎ╢ ≡      

Ɽ♬♇◒─ ⅜ ⅎ╢       

№╢™│ ⌂        

∕
─

 

─ ⅜≢⅝≡™⌂™ ≡       

™≈╙─ ≤ ℮   
 

    

ᵑ₈ ₉ ⌐│⁸ ─ ╩ ™ ⇔≡№≡│╕╢ ⌐ủ ╩ ⁹₈ ₉ ⌐│⁸

⌐ ⇔⁸ ╩ ⇔√ ≢⁸№≡│╕╢ ⌐ủ ╩ ⁹ 

ᵒ ⌐ ─ ⅜ ∫≡™╢ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∆╢ │ ⌐ ↄ ∆╢ ⌐

∂≡ ╛∆™ ╛ ⌐ ⇔√ ≢№╢√╘ ⁹ 

           ≡ ≡╪⅛╪    ∕─ ─ ה  

ᵓ ≢╙⁸™≈╙≤ ℮ ⅜№╣┌₈∕─ ₉ ⌐ ∆╢⁹ 

ᵔ₈ ₉ ≤₈ ₉ ╩ ⇔⁸ủ ─ ⌐ ⅝⌂ ⅜ ╠╣╢ │⁸ ⌐ ⅜ ⁹ 

ᵕ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∆╢⁹ │ ⌂ ╛ ─ ⌐≈™≡ ⌐ ─ ⁸

≢ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 
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◆ 児童等の身体状況等調査票様式 

事故・災害等発生後の身体状況等調査票 
 

 ╕√│↔ ⅜ ⇔⁸   月   日までに学級担任に提出⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

 

        

 学年 組 児童氏名 

記入者（○印）  父 ・ 母 ・ 祖父 ・ 祖母  

 その他（続柄を具体的：                 ） 

児童の様子 

（a₩fは、それぞれ 1₩4 を選んで○印） 

１ ２ ３ ４ 
３、４に○印を付けた場合、具

体的な様子を記入 ない あまり
ない 

少しあ
る 

とても
ある 

ａ 
食欲がない。 

1 2 3 4 
 

ｂ 
眠れない。怖い夢を見る。 

夜中に何度も目が覚める。 
1 2 3 4 

 

ｃ 
学校に行きたがらない。 

外出したがらない。 
1 2 3 4 

 

ｄ 
よく泣く。 

小さな音にも敏感に反応する。 
1 2 3 4 

 

ｅ 
頭痛や腹痛（おう吐・下痢）を 

ひんぱんに訴える。 
1 2 3 4 

 

ｆ 
その他（災害前と比べて変わったようす、気になるようすなど） 

ご家庭の状況（家族・親戚や自宅の被害状況、災害による保護者の仕事への影響など、差し支えない範囲で） 

その他気になること（地域の状況、他の生徒のことなど） 
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◆ 教職員の心のケア 

（１）管理職の対応 

│⁸ ה ⅜ ⇔√ ⁸ │ ⅜ ⇔√ ┘ ה

┼─ ⌐ √╢ ⌐≈™≡⁸ ─☻♩꜠☻ ╩ ↑╢⌂≥ ─ ⌐

∆╢√╘⁸ ⅎ┌ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ⇔√ ⌐⁸ ⌂ ╩ ℮⁹ 

ủ ⅜ ⌐⌂∫√ │⁸ ╛⅛⌐ ╩ ⌐ ⌡╢⁹ 

ủ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔√╡⁸ ╩ ⇔√╡⁸

─ ⌂≥╩ ∆╢⁹ 

ủ ה ┼─ ╩ⱶכ♅⁸│ ╪≢ √╢ ╩ ╢⁹ 

ủ ─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ∆╢♅▼♇◒╩ ℮⁹ 

ủ ╖╩ ╢↓≤⅜ ─ ⌐⌂╠⌂™╟℮⌐ ∆╢⁹ 

╕√⁸ ─ ─ ╦╡⌐ ⌐ כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻≡∂ ╩

ⅎ╢ ≢⁸∕─ ─ ╩ ╡ ╢ ╩≈ↄ╡⁸ ⌐ ⇔≡ ∑╢ ≢⁸

⌐ ∆╢ ≤ ─ ╛∕╣⌐ ℮ ╩ ╡ ℮ ╩ ↑╢⁹ 

（２）教職員の対応 

│⁸ ה ⅜ ⇔√ ⌐ ┼─ ⌂ ╩ ℮√╘⌐│⁸

─ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⇔≡⁸ ─ ╩ ⅜↑╢⁹ 

ủ ─≢⅝╢↓≤⌐│ ⅜№╢↓≤╩ ⇔⁸ ≢ ⅎ ╕⌂™⁹ 

ủ☻♩꜠☻⌐ ℮ ─ │∞╣⌐≢╙ ↓╢↓≤╩ ⇔≡⁸ ה ╩√

╘╠╦⌂™⁹ 

ủꜞꜝ◒♀כ◦ꜛfi╛ ╩ ╡ ╣╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ╠ ┘ ─ ─ ╩ ↄ ∆╢≤≤╙⌐⁸∕─ ╩≢⅝

╢∞↑ ⌐ ⇔≡ ╛ ⌐≈⌂→╢╟℮ ╘╢⁹ 
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◆ 調査・検証・報告・再発防止等 

（１）光市教育委員会への報告と支援要請 

│⁸ ⇔√ ה ⅜ ─₈ ₉⌐ ∆╢≤ ↕╣√

⁸ ╛⅛⌐ ┼ ∆╢⁹ 

 

 

─  

⌐ ∆╢ ⅜ 30 ─ ╛ ─  

∕─ ⁸ ─ ה ⅜ ∆╢⌂≥⁸ ⌂ ה

─  

   

⌂⅔⁸ │ ≤⇔≡₈ ה ─ ₉β╩ ™╢╙─≤

∆╢⁹ 

  β ₈ ה ─ ₉ 
₈ ⌐ ∆╢ ₉ 28 3 p.31ₒ ₓ╟╢  

√∞⇔⁸ ⌐╟╡ ─ ⱨ□◒☻⁸Ɽ♁◖fi⁸ⱷכꜟ ⅜

≢⅝⌂™ ⁸ ∆═⅝ ⅜ ⌐ ≢⅝⌂™ │⁸ ⌐↓∞╦╠

∏⁸ ╠╣√ ─╖ ה ⌐╟╡ ∆╢⌂≥⁸ ╟╡ ╩ ∆

╢⁹ 

╕√⁸ ⅜ ⌐ ∆╢≤ ↕╣╢ ⌐│⁸ ⌐ ∑≡⁸ ─

╛ ⌂≥─ ╩ ∆╢⁹ 

ₒ ┼─ ─ ₓ 

─ ⌐≈™≡⁸ ►ⱡ►Ɫה ⅜ ∆╢≤ ↕╣╢ ⁹ 

 ─ ┼─  

 ─  

 ─ ┼─ ה  

 ┼─  

 ∕─ ⁸ ה ─ ⌐ ⌂  

（２）基本調査の実施等 

│⁸ ᵑ⌐ ∆ ה ⅜ ⇔√ ⁸ ─ ╩ ה

∆╢√╘⁸ ─≤⅔╡ ╛⅛⌐₈ ₉╩ ∆╢⁹ 

 ①調査対象 

─ │⁸ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

a ╩ ╗ ⌐⅔™≡ ⇔√  

b ─ ≤⌂╢ ─ ─℮∟⁸ ─ ─

╙ ╕ⅎ⁸ ⅜ ≤ ⇔√  

√∞⇔⁸↓─℮∟ b ⌐≈™≡│ ─ ⌐ ╩ ∆╢ ⅜№╢↓

≤⅛╠⁸ ᵔ⌐ ∆╢ ╩ ™√ ⅛╠─ │⁸ ╩

√∏⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 
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 ②調査体制 

⌐⅔↑╢ ─ │⁸ ≤⇔≡⁸ ─≤⅔╡≤∆╢⁹ 

 ─ ה  

 ─ ╡╕≤╘ 

⌐ ∆╢ ⅝ ╡ 

 ─ ╡╕≤╘  

⌐ ∆╢ ⅝ ╡  

ה ─ ┘ ⌐ ∆

╢ ⅝ ╡  

│ ה  ─ ┘ ⌐ ∆

╢ ⅝ ╡ 

⅜ ╙ ⇔╛∆™ ⅜  

√∞⇔⁸ ─ ⅜ ה ⌐ ∆╢ ⁸ │⁸ ─ ⌐

∕─ ╩ ↕∑╢⁸ ⇔ↄ│ ─ ╩ ↑≡ ⌐∕─

╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 ③調査における心のケアへの配慮 

ה ⌐ ∆╢ ╛⁸∕─ ⌐ ╦∑√ ┼─ ≢│⁸₈ ─

◔▪₉≤₈ ─ ₉─ ╩ ╢↓≤⌐ ╘╢⁹ 

↓─√╘⁸ ⅝ ╡ ⌂≥╩ ℮⌐ כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻⁸│≡∫√ ─

─ ╩ ↑≡ ─ ╩ ℮⁹╕√⁸ ─ ⌐│ ∏ ─ ≢ ∆

╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ כꜝ☿fi►◌ꜟכ◒☻≡∂ ─ ⌐ ↕∑╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ⅝ ╡⌐ ⇔≡│⁸∕─ ╩ ╠⅛⌐⇔√ ≢⁸ ─ ╩

™⁸ ⅝ ╡ ─ ╩ ∆╢╟℮ ╘╢⁹ 

ₒ ⅝ ╡ ─ ₓ 

⇔≡™╢↓≤╩⁸≢⅝╢∞↑ ⌐ ™ ⇔≡ ⇔≡╒⇔™↓≤⁹ 

─ ⌐ ╢─≢│⌂ↄ⁸ ─ ─ ╩ ⌐ ⌐ ⇔≡⁸

╩ ╡╕≤╘╢↓≤ ∕─√╘⁸ ╠─ ∞↑≢ ⌂ ⅜

∆╢╦↑≢│⌂™↓≤ ⁹ 

₈ ⅜ ╩ ∫√₉≤™℮↓≤⅜⁸∕─╕╕ ⌐ √╡⇔⌂™↓≤⁹ 

⅝ ╡╩ ∆╢ ≢⅝╢∞↑ ⌐ ─ ╩ ∆╢√╘

∆╢⅜⁸ │♃כ♦ ─╖⌐ ⇔⁸∕─╕╕ ⌐ √╡⇔⌂™

↓≤⁹ 
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 ④教職員からの情報収集 

ה ה │⁸ ─≤⅔╡⁸ ⅛╠ ⌐ ∆

╢ ╩ ∆╢⁹ 

ủ ╩ ™√ ה ─ ╛⅛⌐⁸ ∆╢ ≡─

⌐₈ ₉╩ ⇔⁸ ה ⌐ ∆╢

─ ה ╩ ∆╢⁹⌂⅔⁸ ה ─ ⌐ⱷ⸗ ─

╩ ⇔≡™√ ⅜™√ │⁸ ╩ ∆╢ ⌐⁸ ⱷ⸗ ─

╙ ∑≡ ╩ ↑╢⁹ 

β ₈ ₉ 

ủ ⅝ ╡─ ≤⇔≡ ה ─ ⅛╠ ╩ ⌐⁸ ∆

╢ ≡─ ⅛╠ ⅝ ╡╩ ∆╢⁹ ⅝ ╡│⁸ ≤⇔≡ᵒ⌐ ╘√

⌐ ≠ↄ ⅜ ∆╢⅜⁸ ⅜ ⇔╛∆™⅛≥℮⅛╩ ⇔⁸

⌐ ∂≡⁸ ⅛╠─ ╩ ⌐ ≡╢⁹ 

⌂⅔⁸ ה ⌐ ⌂≥ ─ ⅜ ⇔≡™√ ⌐│⁸↓╣╠

─ ╙ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⇔≡≤ ─ ╩∆╢⁹ 

╕√⁸ ∆╢ ⅜ ™☻♩꜠☻╩ ↑≡™╢ ⌐╙ ⇔⁸ ⌂

│ ─ ╩ ╘╢⌂≥─ ╩ ╢⁹ 

 ⑤事故・災害等の現場に居合わせた児童からの情報収集 

ה ─ ╩ ∆╢ ≢ ≤ ↕╣╢ │⁸ ┼─

⅝ ╡ ─ ╩ ∆╢⁹ ⌐ √∫≡│⁸ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ┼─ ⅝ ╡ ⌐ ⌐ ⇔⁸ ╩ ╢≤≤╙⌐ ╩

∆╢⁹ 

ủ ⅝ ╡ ⁸ ⌐⁸ ⅜ ⇔╛∆™ ⅜™

╢ │⁸∕─ ⅜ ∆╢⌂≥⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─◔▪ ≤ ⇔≡⁸ ─◔▪ ╩ ⅎ⁸ ─◔▪─ ≢ ≤

╣╢ ╩≈ↄ╢╟℮ ∆╢⁹ 

ủ ⌐ ∂⁸ ≤ ⌐⁸ ╩ ⇔≡ ⇔≡╙╠℮ ╩ ╢⁹ 

 ⑥情報の整理・報告・保存 

ה ה │⁸ᵔ ┘ᵕ≢ ╠╣√ ┘ ─

⌐╟╢ ╩ ⌐⁸ ⌐≈™≡₈ ₉β╩ ™≡ ⌐

╡╕≤╘╢⁹ ⇔√ │⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

≢ ⇔√ ⱷ⸗╩ ╗ ╛ ─ ⌐ ™√ ⱷכꜟ

│⁸ ╩ ℮ ─ ≤⌂╢↓≤ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ⁸ ∆╢⁹ 

  β ₈ ₉  

 ⑦詳細調査への協力 

⅜ ╩ ∆╢≤ ⇔√ │⁸ ≤⇔≡↓╣⌐ ∆

╢╙─≤∆╢⁹ 
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被害児童 

令和 
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（３）評価・検証と再発防止対策の推進 

 ①危機対応の評価・検証 

ה ה │⁸ ≢ ╠╣√ ─ ה

╩ ™⁸ ה ╩ ∆╢⁹ ה ─ │⁸ ╩ ≤∆╢⁹ 

 

─ 

 

─ │ ⌐ ╦╣√⅛ 

─ │ ⇔√⅛ 

ה ┼─ │ ⌐ ╦╣√⅛ 

ה │ ⌐ ╦╣√⅛           

 ה

─  

ה ┼─ │ ⌐ ╦╣√⅛ 

─ │ ⇔√⅛ 

⁸ ה  

⁸ ≤─ │ ∞∫√⅛ 

╛ ┼─ │ ⌐ ╦╣√⅛    

 ⌂≥ ─ ⌐ ⇔≡™√ │⌂™⅛ 

┼─ ╛ ה ⌐ ⇔≡™√ │⌂™⅛ 

┼─ ⌐ ⇔≡™√ │⌂™⅛ 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐ ⌂ ╛ │⌂™⅛    

 ②再発防止策の策定・実施 

ה ה │⁸ ᵑ─ ה ⌐╟╡ ╠╣√

ה ⌐≈™≡⁸ ╩ ∆╢⁹╕√⁸ ⅜ ↕╣√ ⌐

│⁸∕─ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ⌐ ↕∑╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─≤⅔╡ ⌐ ⇔≡ ╩ ⇔√

≢⁸ ╡╕≤╘╢⁹ 

┼─ ה  

┼─ ה  

∕─ ┼─ ה ⁸ │  

┼─ ה ◖Ⱶꜙ♬♥▫



 

 

 


